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Ⅰ．調査の概要 

１ 調査の目的 

平成 24 年８月、国において「子ども・子育て支援法」が制定され、各自治体は「子ども・子

育て支援事業計画」を策定することになりました。 

彦根市では、この事業計画をとおして、子どもたちにとって、質の高い教育・保育・子育て支

援を保障し、一人ひとりの子どもたちが健やかに成長できる社会の実現に向けて取り組むことと

しています。このため、市民の皆様の子育て支援に関する生活実態、ご意見などを把握すべく、

「子ども・子育て支援新制度におけるニーズ調査」を行いました。 

 

２ 調査概要 

●調 査 地 域：彦根市全域 

●調査対象者：彦根市内在住の就学前児童の保護者（就学前児童用調査） 

彦根市内在住の小学生の保護者（小学生用調査） 

●抽 出 方 法：住民基本台帳より、就学前児童 2,000 人、小学生 1,000 人の合計 3,000 人を無作

為抽出 

●調 査 方 法：郵送配布・郵送回収による郵送調査法 

●調 査 期 間：平成 25 年 11 月１日（金）～平成 25 年 11 月 15 日（金） 

 

調 査 票 配布数（件） 有効回収数（件） 有効回収率（件） 

就学前児童用調査 2,000 897 44.9％ 

小学生用調査  1,000 416 41.6％ 

合  計 3,000 1,313 43.8％ 
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３ 報告書の見方 
 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で

四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっ

ても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、

表においても反映しています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有

効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合が

あります。 

●図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難

なものです。 

●図表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に

該当する人）を表しています。 

●本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 

●「前回調査」とは、「彦根市次世代育成支援行動計画策定に係る子育て支援に関するニーズ調査」（平

成 21 年 3 月実施）を言います。 
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4.3 

6.5 

13.4 

2.8 

5.5 

9.6 

11.7 

3.5 

3.5 

9.0 

1.0 

7.0 

2.8 

8.2 

6.5 

1.9 

1.8 

0.6 

0.6 

6.7 

5.5 

17.1 

3.1 

3.4 

9.1 

11.1 

3.8 

3.6 

8.2 

2.2 

5.3 

2.6 

5.5 

6.7 

2.4 

1.4 

0.0 

2.2 

0% 5% 10% 15% 20%

城東

城西

城南

平田

城北

佐和山

旭森

城陽

若葉

金城

鳥居本

河瀬

亀山

高宮

稲枝東

稲枝西

稲枝北

わからない

不明・無回答

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

Ⅱ．調査結果 （就学前児童調査・小学生児童調査） 
 

１ お子さんとご家族の状況について 

 

（１）居住学区〈単数回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問１〕 

居住地小学校区についてみると、「城南」が就学前児童で 13.4％、小学生児童で 17.1％と最も高

くなっています。 
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9.7 

15.9 

16.9 

15.7 

17.3 

14.7 

7.7 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

不明・無回答

就学前児童（N=897）

18.8 

15.6 

16.8 

13.5 

18.0 

14.7 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

不明・無回答

小学生児童（N=416）

（２）対象の子どもの年齢と学年（平成 25 年 10 月１日現在）〈数量回答〉 

〔就学前児童調査・小学生児童調査…問２〕 

就学前児童において、対象の子どもの年齢は「４歳」が 17.3％、「２歳」が 16.9％、「１歳」が

15.9％などとなっています。 

小学生児童において、対象の子どもの学年は「１年生」が 18.8％、「５年生」が 18.0％、「３年

生」が 16.8％などとなっています。 
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52.6 

31.9 

11.4 

1.3 

0.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80%

１人

２人

３人

４人

５人以上

不明・無回答

就学前児童（N=897）

18.0 

58.4 

19.2 

1.9 

0.7 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

１人

２人

３人

４人

５人以上

不明・無回答

小学生児童（N=416）

9.4 

6.2 

12.1 

11.1 

16.1 

23.5 

21.5 

0% 10% 20% 30%

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

不明・無回答

就学前児童（N=404）

2.1 

3.9 

6.0 

7.8 

11.7 

10.8 

6.3 

3.3 

5.7 

5.7 

10.5 

10.2 

16.2 

0% 10% 20% 30%

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

不明・無回答

小学生児童（N=334）

（３）きょうだいの人数〈数量回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問３〕 

きょうだいの人数についてみると、就学前児童で「１人」が 52.6％、小学生児童で「２人」が 58.4％

と最も高く、次いで、就学前児童で「２人」が 31.9％、小学生児童で「３人」が 19.2％となって

います。 

きょうだいが２人以上いる場合の末子の年齢についてみると、就学前児童では「５歳」が 23.5％

で最も高く、「４歳」「２歳」「３歳」と続いています。小学生児童では「４歳」が 11.7％で最も高く、

「５歳」「10 歳」「11 歳」と続いています。 

（※「きょうだい」の数は対象者を含めた人数になります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎きょうだいが２人以上いる場合の末子の年齢（平成 25 年 10 月１日現在） 

〈数量回答〉 
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6.8 

8.2 

92.0 

89.7 

0.6 

0.7 

0.7 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

父親 母親 その他 不明・無回答

95.3 

87.7 

4.2 

10.1 

0.4 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

配偶者がいる 配偶者はいない 不明・無回答

52.0 

51.4 

0.7 

0.7 

46.2 

44.5 

0.8 

1.7 

0.2 

0.2 

0.2 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

父母ともに 父親 母親 祖父母 その他 不明・無回答

（４）調査票の回答者〈単数回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問４〕 

回答者についてみると、「母親」が就学前児童で 92.0％、小学生児童で 89.7％と最も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）調査票の回答者の配偶関係の有無〈単数回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問５〕 

回答者の配偶関係の有無についてみると、「配偶者がいる」が就学前児童で 95.3％、小学生児童で

87.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）子育てを主に行っている方〈単数回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問６〕 

子育てを主に行っている方についてみると、「父母ともに」が就学前児童で 52.0％、小学生児童で

51.4％と最も高く、次いで、「母親」が就学前児童で 46.2％、小学生児童で 44.5％となっています。 
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56.2 

5.0 

32.0 

25.9 

0.7 

18.4 

35.1 

5.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

父親

母親

祖父母

他市町の認定こども園

幼稚園

認可保育所

その他

不明・無回答

就学前児童（N=897）

59.4 

3.4 

38.7 

24.8 

38.5 

11.5 

3.4 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

父親

母親

祖父母

小学校

放課後児童クラブ

その他

不明・無回答

小学生児童（N=416）

96.9 

58.5 

7.4 

33.6 

49.3 

7.8 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭

地域

他市町の認定こども園

幼稚園

認可保育所

その他

不明・無回答

就学前児童（N=897）

95.9 

57.7 

96.4 

21.6 

7.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭

地域

小学校

放課後児童クラブ

その他

不明・無回答

小学生児童（N=416）

２ 子どもの育ちをめぐる環境について 

 

（１）子育てに日常的に関わっている方（施設）〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問７・小学生児童調査…問 11〕 

子育てに日常的に関わっている方（施設）についてみると、「父母ともに」が就学前児童で 56.2％、

小学生児童で 59.4％と最も高く、次いで、就学前児童で「認可保育所」が 35.1％、「母親」が 32.0％、

小学生児童で「母親」が 38.7％、「小学校」が 38.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育てや教育に影響すると思われる環境〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問８・小学生児童調査…問 12〕 

子育てや教育に影響すると思われる環境についてみると、就学前児童で「家庭」が 96.9％、小学

生児童で「小学校」が 96.4％と最も高く、次いで、就学前児童で「地域」が 58.5％、「認可保育所 

」が 49.3％、小学生児童で「家庭」が 95.9％、「地域」が 57.7％となっています。 
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29.4 

60.3 

1.4 

10.5 

13.0 

1.1 

30.5 

52.6 

3.6 

19.2 

14.2 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族

にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人

がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

不明・無回答

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

50.7 

21.6 

24.8 

26.2 

10.1 

4.5 

0.3 

59.3 

17.6 

18.5 

21.9 

10.8 

2.5 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制

約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が

大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心

苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

不明・無回答

就学前児童

（N=741）

小学生児童

（N=324）

（３）お子さんをみてもらえる親族・知人の有無〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問９・小学生児童調査…問 13〕 

お子さんをみてもらえる親族・知人の有無についてみると、「緊急時もしくは用事の際には祖父母

等の親族にみてもらえる」が就学前児童で 60.3％、小学生児童で 52.6％と最も高く、次いで、「日

常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が就学前児童で 29.4％、小学生児童で 30.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）で「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」または「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親

族にみてもらえる」を選んだ方 

（３）－１ 祖父母等の親族にみてもらっている状況〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問９-１・小学生児童調査…問 13-１〕 

祖父母等の親族にみてもらっている状況についてみると、「祖父母等の親族の身体的・精神的な負

担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」が就学前児童で 50.7％、小

学生児童で 59.3％と最も高く、次いで、「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦し

い」が就学前児童で 26.2％、小学生児童で 21.9％となっています。 
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44.7 

3.9 

29.1 

33.0 

1.0 

3.9 

3.9 

47.8 

8.9 

18.9 

33.3 

4.4 

4.4 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80%

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく

心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心

苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

不明・無回答

就学前児童

（N=103）

小学生児童

（N=90）

90.5 

91.3 

6.1 

7.0 

3.3 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

いる／ある いない 不明・無回答

（３）で「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」または「緊急時もしくは用事の際には子ど

もをみてもらえる友人・知人がいる」を選んだ方 

（３）－２ 友人・知人にみてもらっている状況〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問９-２・小学生児童調査…問 13-２〕 

友人・知人にみてもらっている状況についてみると、「友人・知人の身体的・精神的な負担や時間

的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」が就学前児童で 44.7％、小学生児童

で 47.8％と最も高く、次いで、「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が就

学前児童で 33.0％、小学生児童で 33.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）気軽に相談できる人の有無〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 10・小学生児童調査…問 14〕 

気軽に相談できる人の有無についてみると、「いる／ある」が就学前児童で 90.5％、小学生児童で

91.3％となっています。 
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87.4 

79.6 

19.0 

71.6 

19.5 

45.4 

37.1 

3.9 

0.2 

3.8 

3.0 

1.6 

1.6 

0.0 

0.4 

0.5 

0.5 

6.4 

0.1 

4.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

父母（子どもの祖父母）

親戚

友人・知人

近所の人

子育て中の仲間

保育所、幼稚園

子育て支援センター（子どもセンター・

彦根乳児保育所）

家庭児童相談室（子ども青少年課）

福祉保健センター（健康推進課）

福祉保健センター（子育て支援課）

子育てホットライン

子ども療育センター

子ども家庭相談センター（児童相談所）

ファミリー・サポート・センター

民生委員・児童委員

教育相談

医師

教育委員会

その他

不明・無回答

就学前児童（N=812）

82.4 

70.5 

20.3 

67.9 

20.3 

42.4 

33.4 

3.4 

0.8 

0.5 

1.1 

1.3 

0.5 

0.0 

1.1 

0.3 

0.5 

0.8 

5.5 

0.8 

2.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

父母（子どもの祖父母）

親戚

友人・知人

近所の人

子育て中の仲間

小学校

保育所、幼稚園

子育て支援センター（子どもセンター・

彦根乳児保育所）

家庭児童相談室（子ども青少年課）

福祉保健センター（健康推進課）

福祉保健センター（子育て支援課）

子育てホットライン

子ども療育センター

子ども家庭相談センター（児童相談所）

ファミリー・サポート・センター

民生委員・児童委員

教育相談

医師

教育委員会

その他

不明・無回答

小学生児童（N=380）

（４）で「いる／ある」を選んだ方 

（５）子育てをする上での相談相手や相談先〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 10-１・小学生児童調査…問 14-１〕 

子育てをする上での相談先についてみると、「配偶者」が就学前児童で 87.4％、小学生児童で

82.4％と最も高く、次いで、「父母（子どもの祖父母）」が就学前児童で 79.6％、小学生児童で 70.5％、

「友人・知人」が就学前児童で 71.6％、小学生児童で 67.9％となっています。 
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76.0 21.9 2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

（N=416）

参加したことがある 参加したことはない 不明・無回答

（６）地域活動やグループ活動などの参加の有無〈単数回答〉〔小学生児童調査…問 15〕 

地域活動やグループ活動などの参加の有無についてみると、「参加したことがある」が 76.0％、「参

加したことはない」が 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆前回調査との比較◆ 

前回調査と比較してみると、「参加したことがある」が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76.0 

78.6 

21.9 

20.3 

2.2 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

（N=416）

前回調査

（N=700）

参加したことがある 参加したことはない 不明・無回答
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39.2 

15.2 

15.8 

2.5 

2.5 

37.3 

16.5 

13.0 

71.2 

1.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スポーツ活動

文化・音楽活動

キャンプ等の野外活動

高齢者訪問等の社会福祉活動

国際交流活動

子ども会など青少年団体活動（ボーイスカウト・

ガールスカウト等）

リサイクル活動等の環境分野での社会貢献活動

農業や商工業などの体験活動

地元自治会での活動

その他

不明・無回答

小学生児童（N=316）

（６）で「参加したことがある」を選んだ方 

（６）－１ 参加したことがある活動〈複数回答〉〔小学生児童調査…問 15-１〕 

参加したことがある活動についてみると、「地元自治会での活動」が 71.2％と最も高く、次いで、

「スポーツ活動」が 39.2％、「子ども会など青少年団体活動（ボーイスカウト・ガールスカウト等）」

が 37.3％となっています。 
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◆前回調査との比較◆ 

前回調査と比較してみると、「子ども会など青少年団体活動（ボーイスカウト・ガールスカウト等）」

で 26.0 ポイント、「スポーツ活動」で 9.3 ポイント減少しています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※1 前回調査は「ホームステイ等の国際交流活動」、※2「地元自治会での活動」は今回調査のみ 

39.2 

15.2 

15.8 

2.5 

2.5 

37.3 

16.5 

13.0 

71.2 

1.9 

0.0 

48.5 

17.1 

15.8 

3.1 

0.5 

63.3 

22.0 

13.1 

3.8 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80%

スポーツ活動

文化・音楽活動

キャンプ等の野外活動

高齢者訪問等の社会福祉活動

※1 国際交流活動

子ども会など青少年団体活動

（ボーイスカウト・ガールスカウト等）

リサイクル活動等の環境分野での社会貢献活動

農業や商工業などの体験活動

※2 地元自治会での活動

その他

不明・無回答

小学生児童（N=316） 前回調査（N=550）
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47.8 

27.9 

36.1 

11.3 

27.6 

23.8 

18.3 

17.8 

29.6 

1.2 

10.8 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スポーツ活動

文化・音楽活動

キャンプ等の野外活動

高齢者訪問等の社会福祉活動

国際交流活動

子ども会など青少年団体活動（ボーイスカウト・

ガールスカウト等）

リサイクル活動等の環境分野での社会貢献活動

農業や商工業などの体験活動

地元自治会での活動

その他

今後参加させたい活動は、特にない

不明・無回答

小学生児童（N=416）

（７）今後、参加させたいと思われる活動〈複数回答〉〔小学生児童調査…問 16〕 

今後、参加させたいと思われる活動についてみると、「スポーツ活動」が 47.8％と最も高く、次い

で、「キャンプ等の野外活動」が 36.1％、「地元自治会での活動」が 29.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他回答  ・子ども教室（チャレンジ） 

・本人の興味があるもの 

・子どもがやってみたいと思う事をやらせたいです 

・登山 

・参加させたいけどなかなか出来ない 
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◆前回調査との比較◆ 

前回調査と比較してみると、「国際交流活動」で 10.2 ポイント増加しています。また、「リサイク

ル活動等の環境分野での社会貢献活動」で 6.3 ポイント減少しています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※1 前回調査は「ホームステイ等の国際交流活動」、※2「地元自治会での活動」は今回調査のみ 

 

47.8 

27.9 

36.1 

11.3 

27.6 

23.8 

18.3 

17.8 

29.6 

1.2 

10.8 

3.6 

48.7 

22.7 

33.7 

11.6 

17.4 

27.3 

24.6 

21.7 

1.6 

14.3 

2.3 

0% 20% 40% 60%

スポーツ活動

文化・音楽活動

キャンプ等の野外活動

高齢者訪問等の社会福祉活動

※1 国際交流活動

子ども会など青少年団体活動

（ボーイスカウト・ガールスカウト等）

リサイクル活動等の環境分野での社会貢献活動

農業や商工業などの体験活動

※2 地元自治会での活動

その他

今後参加させたい活動は、特にない

不明・無回答

小学生児童（N=416） 前回調査（N=700）
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21.0 

27.2 

6.9 

1.2 

23.5 

40.1 

1.0 

0.2 

37.5 

19.2 

2.9 

3.6 

7.2 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

【母 親】

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

不明・無回答

90.1 

84.1 

0.6 

1.7 

4.0 

3.4 

4.8 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

【父 親】

フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

不明・無回答

３ 保護者の就労状況について 

 

（１）保護者の就労状況〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 12（１）（２）・小学生児童調査…問 18（１）（２）〕 

保護者の就労状況についてみると、父親では、「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中で

はない」が就学前児童で 90.1％、小学生児童で 84.1％と最も高くなっています。母親では、就学

前児童で「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 37.5％、小学生児童で「パート・ア

ルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない」が 40.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

＊「フルタイム」：１週５日程度・１日８時間程度の就労 

「パート・アルバイト等」：フルタイム以外の就労 

＊「フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である」は就学前児童で 0.2％、

小学生児童で 0.2％、「これまで就労したことがない」は就学前児童で 0.3％、小

学生児童では回答がなく、「パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護

休業中である」でも回答がありませんでした。 
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0.1 

0.1 

0.1 

0.5 

67.6 

28.1 

2.1 

1.3 

0.3 

0.3 

0.8 

1.4 

63.4 

29.9 

2.2 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

【父 親】

就学前児童（N=815）

小学生児童（N=358）

1.3 

3.0 

6.4 

9.8 

71.1 

6.8 

0.2 

1.5 

1.4 

2.8 

10.5 

9.8 

67.5 

5.9 

0.3 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=470）

小学生児童（N=286）

●就労している保護者の状況 

就労している保護者の状況についてみると、１週当たりの就労日数では、就学前児童、小学生児童

の父親、母親ともに「５日」の割合が最も高く、特に就学前児童の母親では７割を超えています。 

１日当たりの就労時間では、就学前児童、小学生児童ともに父親では「９時間以上」、母親では「８

時間」の割合が、それぞれ最も高くなっています。 

 

①１週当たりの就労日数〈数量回答〉 
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0.1 

0.2 

0.0 

0.2 

0.4 

0.4 

1.7 

29.0 

65.6 

2.3 

0.0 

0.0 

0.3 

0.6 

0.3 

1.7 

0.8 

28.8 

65.4 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間以上

不明・無回答

【父 親】

就学前児童（N=815）

小学生児童（N=358）

0.2 

1.9 

3.6 

7.2 

11.7 

14.0 

12.6 

31.7 

15.5 

1.5 

1.0 

2.1 

4.9 

11.2 

16.1 

14.0 

9.4 

24.5 

15.7 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80%

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間以上

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=470）

小学生児童（N=286）

②１日当たりの就労時間〈数量回答〉 
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0.1 

0.4 

10.1 

74.2 

6.0 

0.7 

1.1 

0.5 

0.2 

0.0 

0.1 

0.0 

6.5 

0.3 

0.6 

11.5 

73.2 

6.1 

0.8 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.3 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２時

３～４時

５～６時

７～８時

９～10時

11～12時

13～14時

15～16時

17～18時

19～20時

21～22時

23～24時

不明・無回答

【父 親】

就学前児童（N=815）

小学生児童（N=358）

0.2 

0.0 

1.5 

70.9 

18.1 

1.9 

0.9 

0.4 

0.2 

0.2 

0.0 

0.0 

5.7 

0.0 

0.0 

0.7 

65.7 

25.5 

0.7 

0.0 

1.4 

0.3 

0.3 

0.0 

0.0 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２時

３～４時

５～６時

７～８時

９～10時

11～12時

13～14時

15～16時

17～18時

19～20時

21～22時

23～24時

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=470）

小学生児童（N=286）

 

出発時間では、就学前児童、小学生児童の父親、母親ともに「７～８時」の割合が最も高くなって

おり、次いで父親では就学前児童、小学生児童ともに「５～６時」となっています。母親では就学前

児童、小学生児童ともに「９～10 時」となっています。 

帰宅時間では、就学前児童、小学生児童ともに父親では「19～20 時」が最も高くなっており、次

いで「21 時～22 時」となっています。母親では「17～18 時」が最も高く、次いで就学前児童で

は「19 時～20 時」、小学生児童では「15 時～16 時」となっています。 

 

③出発時間〈数量回答〉 
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1.0 

0.0 

0.2 

0.0 

0.4 

0.5 

0.1 

1.7 

19.6 

38.2 

23.6 

8.0 

6.7 

0.6 

0.6 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.6 

1.7 

17.9 

36.6 

27.9 

6.7 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80%

１～２時

３～４時

５～６時

７～８時

９～10時

11～12時

13～14時

15～16時

17～18時

19～20時

21～22時

23～24時

不明・無回答

【父 親】

就学前児童（N=815）

小学生児童（N=358）

0.2 

0.0 

0.0 

0.4 

0.0 

2.3 

9.1 

14.9 

47.7 

17.7 

1.3 

0.6 

5.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

3.8 

15.0 

19.2 

40.9 

12.6 

2.1 

0.7 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80%

１～２時

３～４時

５～６時

７～８時

９～10時

11～12時

13～14時

15～16時

17～18時

19～20時

21～22時

23～24時

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=470）

小学生児童（N=286）

④帰宅時間〈数量回答〉 
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0.0 

0.0 

20.0 

28.6 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

60.0 

71.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=5）

小学生児童

（N=7）

【父 親】

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

不明・無回答

8.6 

4.8 

27.7 

23.8 

49.1 

58.9 

4.5 

2.4 

10.0 

10.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=220）

小学生児童

（N=168）

【母 親】

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

不明・無回答

（１）または（２）で「パート・アルバイト等で就労しており、（産休）・育休・介護休業中ではない」ま

たは「パート・アルバイト等で就労しているが、（産休）・育休・介護休業中である」を選んだ方 

（２）パート・アルバイト等で就労している方のフルタイムへの転換希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 13・小学生児童調査…問 19〕 

パート・アルバイト等で就労している方のフルタイムへの転換希望についてみると、父親では「フ

ルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が就学前児童で 20.0％、小学生児童で

28.6%、母親では「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が就学前児童で 49.1％、小

学生児童で 58.9%と最も高くなっています。 
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10.3 

7.1 

12.8 

7.1 

28.2 

21.4 

48.7 

64.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=39）

小学生児童

（N=14）

【父 親】

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

不明・無回答

21.0 

32.6 

49.4 

31.6 

23.5 

31.6 

6.1 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=362）

小学生児童

（N=95）

【母 親】

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

不明・無回答

（１）または（２）で「以前は就労していたが、現在は就労していない」または「これまでに就労したことがない」

を選んだ方 

（３）就労希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 14・小学生児童調査…問 20〕 

就労希望についてみると、父親では「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が就学前児童

で 28.2％、小学生児童で 21.4%と最も高くなっています。母親では就学前児童で「１年より先、

一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい」が 49.4％で最も高くなっています。小学生

児童で「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が 32.6%と最も高くなっています。

しかし、母親において『就労したい』（「１年より先、一番下の子どもが（）歳になったころに就労し

たい」と「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」の合計）意向がある方は就学前児童で 72.9％、

小学生児童で 63.2％となっています。 

また、一番下の子どもが何歳になれば就労したいかでは、就学前児童、小学生児童ともに父親では

「７歳」の割合が最も高く、母親では就学前児童で「３歳」が 26.8％、小学生児童で「７歳」が 43.3％、

と最も高くなっています。 
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0.0 

0.0 

20.0 

20.0 

0.0 

0.0 

40.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳

13歳以上

不明・無回答

【父 親】

就学前児童（N=5）

小学生児童（N=1）

2.8 

8.4 

26.8 

10.1 

2.8 

19.0 

18.4 

5.6 

0.0 

2.8 

0.6 

0.6 

0.0 

2.2 

0.0 

0.0 

6.7 

6.7 

10.0 

10.0 

43.3 

6.7 

0.0 

6.7 

0.0 

0.0 

10.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳

13歳以上

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=179）

小学生児童（N=179）

 

①一番下の子どもが何歳になれば就労したいか〈数量回答〉 

《「１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい」を選んだ方》 
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36.4 

66.7 

54.5 

33.3 

9.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=11）

小学生児童

（N=3）

【父 親】

フルタイム（1週５日程度・１日８時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外）

不明・無回答

9.4 

6.7 

89.4 

93.3 

1.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=85）

小学生児童

（N=30）

【母 親】

フルタイム（1週５日程度・１日８時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外）

不明・無回答

 

『すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい』方の希望する就労形態については、父親では就学

前児童で「パートタイム、アルバイト等」が 54.5％、小学生児童で「フルタイム」が 66.7％、母

親では「パートタイム、アルバイト等」が就学前児童で 89.4％、小学生児童で 93.3％と最も高く

なっています。 

また、パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外）を選んだ方の希望する１週当たりの就

労日数については、父親では就学前児童が「３日」、「４日」、「５日」、小学生児童で「５日」、母親で

は就学前児童で「３日」、「４日」、小学生児童で「３日」の割合がそれぞれ最も高くなっています。

希望する１日当たりの就労時間では、父親では就学前児童、小学生児童ともに「４時間」、母親では

就学前児童、小学生児童ともに「５時間」の割合がそれぞれ最も高くなっています。 

 

②希望する就労形態〈単数回答〉《「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選んだ方》 
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0.0 

0.0 

33.3 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

【父 親】

就学前児童（N=6）

小学生児童（N=1）

1.3 

1.3 

36.8 

36.8 

23.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

39.3 

35.7 

21.4 

0.0 

0.0 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=76）

小学生児童（N=28）

0.0 

0.0 

16.7 

66.7 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間以上

不明・無回答

【父 親】

就学前児童（N=6）

小学生児童（N=1）

0.0 

0.0 

13.2 

21.1 

34.2 

25.0 

3.9 

2.6 

0.0 

0.0 

0.0 

3.6 

28.6 

42.9 

14.3 

0.0 

3.6 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間以上

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=76）

小学生児童（N=28）

③パートタイム、アルバイト等で希望する就労形態〈数量回答〉 

《②で「パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外）」を選んだ方》 
 

■希望する１週当たりの就労日数         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■希望する１日当たりの就労時間 
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80.8 

17.3 

13.5 

32.2 

16.1 

18.3 

14.9 

78.4 

82.2 

63.7 

79.8 

77.4 

4.3 

4.3 

4.3 

4.1 

4.1 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童（N=416）

知っている 知らない 不明・無回答

75.3 

13.7 

7.1 

7.1 

11.0 

14.4 

21.6 

81.9 

88.9 

88.9 

84.8 

81.8 

3.1 

4.3 

4.0 

4.0 

4.1 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①児童扶養手当

②日常生活支援事業

③家庭支援事業利用助成

④自立支援教育訓練給付金事業

⑤高等技能訓練促進費事業

⑥母子自立支援プログラム策定事業

就学前児童（N=897）

（４）彦根市のひとり親家庭のための制度やサービスの認知度〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 15・小学生児童調査…問 21〕 

ひとり親家庭のための制度やサービスの認知度についてみると、就学前児童、小学生児童ともに『①

児童扶養手当』を「知っている」が就学前児童で 75.3％、小学生児童で 80.8％と最も高く、次い

で、小学生児童では『④自立支援教育訓練給付金事業』が 32.2％で高くなっています。 
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63.4 36.2 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

利用している 利用していない 不明・無回答

30.6 

2.5 

57.3 

0.2 

0.2 

3.5 

2.5 

0.0 

0.7 

1.4 

1.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

他市町の認定こども園

家庭的保育（保育ママ）

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

一時預かり

その他

不明・無回答

就学前児童（N=569）

４ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について（就学前児童） 

 

（１）現在の定期的な教育・保育事業の利用の有無〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 16〕 

現在の定期的な教育・保育事業の利用の有無についてみると、「利用している」が 63.4％、「利用

していない」が 36.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－１ 平日に利用している教育・保育事業〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 16－１〕 

平日に利用している教育・保育事業についてみると、「認可保育所」が 57.3％と最も高く、次いで

「幼稚園」が 30.6％、「事業所内保育施設」が 3.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指す。

具体的には、幼稚園や保育所など、（１）－１に示す事業が含まれる。 

＊「認定こども園」：現在、彦根市では

実施していません。 
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上段:度数

下段:％

569 174 14 326 1 1 20 14 0 4 8 11 4

100.0 30.6 2.5 57.3 0.2 0.2 3.5 2.5 0.0 0.7 1.4 1.9 0.7

24 6 0 15 0 0 0 1 0 1 0 1 1

100.0 25.0 0.0 62.5 0.0 0.0 0.0 4.2 0.0 4.2 0.0 4.2 4.2

44 11 3 28 0 0 0 1 0 2 0 0 0

100.0 25.0 6.8 63.6 0.0 0.0 0.0 2.3 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0

80 29 1 43 0 0 4 3 0 0 1 1 0

100.0 36.3 1.3 53.8 0.0 0.0 5.0 3.8 0.0 0.0 1.3 1.3 0.0

13 2 0 9 0 0 2 0 0 0 0 0 0

100.0 15.4 0.0 69.2 0.0 0.0 15.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30 10 1 16 1 0 1 0 0 0 1 1 0

100.0 33.3 3.3 53.3 3.3 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 3.3 3.3 0.0

55 18 2 25 0 0 3 2 0 0 0 4 1

100.0 32.7 3.6 45.5 0.0 0.0 5.5 3.6 0.0 0.0 0.0 7.3 1.8

68 20 0 43 0 0 2 1 0 0 1 1 0

100.0 29.4 0.0 63.2 0.0 0.0 2.9 1.5 0.0 0.0 1.5 1.5 0.0

21 3 1 16 0 0 1 0 0 0 0 0 0

100.0 14.3 4.8 76.2 0.0 0.0 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

22 7 1 12 0 0 1 0 0 0 0 1 0

100.0 31.8 4.5 54.5 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0

49 25 2 20 0 0 0 1 0 0 0 0 1

100.0 51.0 4.1 40.8 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0

6 0 1 3 0 0 0 1 0 0 0 1 0

100.0 0.0 16.7 50.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0

33 9 0 21 0 0 0 2 0 0 1 0 0

100.0 27.3 0.0 63.6 0.0 0.0 0.0 6.1 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0

20 5 0 13 0 0 0 0 0 0 1 0 1

100.0 25.0 0.0 65.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0

36 10 1 18 0 1 4 1 0 0 2 0 0

100.0 27.8 2.8 50.0 0.0 2.8 11.1 2.8 0.0 0.0 5.6 0.0 0.0

41 16 0 22 0 0 1 1 0 1 1 1 0

100.0 39.0 0.0 53.7 0.0 0.0 2.4 2.4 0.0 2.4 2.4 2.4 0.0

10 1 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 10.0 0.0 90.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

11 0 1 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 0.0 9.1 90.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

100.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

稲枝北

わからない

合計

鳥居本

河瀬

亀山

高宮

稲枝東

稲枝西

城北

佐和山

旭森

城陽

若葉

金城

居宅訪問

型保育

ファミ

リー・サ

ポート・

センター

一時

預かり
その他

不明・

無回答

幼稚園の

預かり

保育

認可

保育所

他市町の

認定

こども園

家庭的保

育（保育

ママ）

事業所内

保育施設

その他の

認可外の

保育施設

合計 幼稚園

城東

城西

城南

平田

問 16－１ × 地区別 

地区別でみると、［金城］では「幼稚園」、［金城］以外の地区では「認可保育所」の割合が最も高

くなっています。 
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上段:度数

下段:％

569 174 14 326 1 1 20

100.0 30.6 2.5 57.3 0.2 0.2 3.5

5 0 0 3 0 0 2

100.0 0.0 0.0 60.0 0.0 0.0 40.0

46 0 0 29 0 1 8

100.0 0.0 0.0 63.0 0.0 2.2 17.4

64 1 0 44 0 0 4

100.0 1.6 0.0 68.8 0.0 0.0 6.3

95 26 1 58 0 0 6

100.0 27.4 1.1 61.1 0.0 0.0 6.3

149 67 5 75 0 0 0

100.0 45.0 3.4 50.3 0.0 0.0 0.0

129 56 6 63 1 0 0

100.0 43.4 4.7 48.8 0.8 0.0 0.0

69 20 2 47 0 0 0

100.0 29.0 2.9 68.1 0.0 0.0 0.0

上段:度数

下段:％

569 14 0 4 8 11 4

100.0 2.5 0.0 0.7 1.4 1.9 0.7

5 0 0 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

46 4 0 1 1 3 0

100.0 8.7 0.0 2.2 2.2 6.5 0.0

64 6 0 1 4 6 0

100.0 9.4 0.0 1.6 6.3 9.4 0.0

95 2 0 0 0 2 0

100.0 2.1 0.0 0.0 0.0 2.1 0.0

149 1 0 0 1 0 1

100.0 0.7 0.0 0.0 0.7 0.0 0.7

129 1 0 1 1 0 3

100.0 0.8 0.0 0.8 0.8 0.0 2.3

69 0 0 0 1 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0

合計

合計

０歳

１歳

２歳

事業所内

保育施設
幼稚園

幼稚園の

預かり保育
認可保育所

他市町の

認定こども園

家庭的保育

（保育ママ）

不明・無回答

３歳

４歳

５歳

６歳

合計

その他の

認可外の
保育施設

合計

居宅訪問型
保育

ファミリー・

サポート・
センター

一時預かり その他

６歳

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

問 16－１ × 年齢別 

年齢別でみると、すべての年齢で「認可保育所」の割合が最も高くなっています。 
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1.4 

1.4 

1.1 

1.9 

87.9 

5.3 

0.0 

1.1 

0.2 

0.5 

1.1 

1.4 

64.5 

10.5 

0.5 

21.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

就学前児童（N=569）

現在 希望

1.1 

0.4 

1.1 

1.2 

25.0 

6.2 

17.2 

18.1 

12.7 

10.7 

2.3 

0.2 

0.0 

4.0 

0.0 

0.5 

0.5 

0.0 

4.6 

10.9 

16.3 

19.5 

10.0 

9.0 

2.8 

1.9 

1.1 

22.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間

11時間

12時間

13時間

不明・無回答

就学前児童（N=569）

現在 希望

（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－２ 平日に利用している教育・保育事業の現在の状況と、今後の利用希望 

〈数量回答〉〔就学前児童調査…問 16－２〕 

平日に利用している教育・保育事業の現在の状況と、今後の利用希望についてみると、１週あたり

の利用日数では、現在、希望ともに「５日」が最も高く、それぞれ 87.9％、64.5％となっています。

また、１日あたりの利用時間では、現在で「５時間」、希望で「８時間」が最も高く、それぞれ 25.0％、

19.5％となっています。 

 
 ①１週当たりの利用日数〈数量回答〉     ②１日当たりの利用時間〈数量回答〉 
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0.2 

5.3 

38.3 

52.4 

1.1 

0.2 

0.2 

0.0 

0.0 

0.4 

2.1 

0.0 

6.0 

28.3 

42.7 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

22.1 

0% 20% 40% 60% 80%

６時以前

７時

８時

９時

10時

11時

12時

13時

14時

15時以降

不明・無回答

就学前児童（N=569）

現在 希望

0.2 

1.4 

0.5 

29.3 

3.7 

27.9 

18.8 

14.4 

1.4 

0.2 

2.1 

0.0 

0.9 

0.0 

4.7 

11.8 

23.7 

17.8 

12.5 

4.4 

2.3 

22.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

11時以前

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

就学前児童（N=569）

現在 希望

 

利用開始時間では、現在、希望ともに「９時～」が最も高く、それぞれ 52.4％、42.7％となって

います。また、終了時間では、現在で「～14 時」、希望で「～16 時」が最も高く、それぞれ 29.3％、

23.7％となっています。 

 
③利用開始時間〈数量回答〉        ④利用終了時間〈数量回答〉 
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96.7 2.6 0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=569）

彦根市内 他の市区町村 不明・無回答

57.1 

59.9 

3.3 

1.9 

1.6 

0.2 

2.5 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が病気や

障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が学生で

ある

その他

不明・無回答

就学前児童（N=569）

（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－３ 現在、利用している教育・保育事業の実施場所〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 16－３〕 

平日、利用している教育・保育事業の実施場所についてみると、「彦根市内」が 96.7％となってい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 

（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－４ 平日、教育・保育事業を利用している主な理由〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 16－４〕 

平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている理由についてみると、「子育て（教育を含む）

をしている方が現在就労している」が 59.9％と最も高く、次いで「子どもの教育や発達のため」が

57.1％となっています。 
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上段:度数

下段:％

569 325 341 19 11 9 1 14 7

100.0 57.1 59.9 3.3 1.9 1.6 0.2 2.5 1.2

174 168 11 2 1 0 0 2 3

100.0 96.6 6.3 1.1 0.6 0.0 0.0 1.1 1.7

14 12 4 0 0 0 0 0 2

100.0 85.7 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3

326 124 290 16 7 7 1 5 2

100.0 38.0 89.0 4.9 2.1 2.1 0.3 1.5 0.6

1 0 1 0 0 0 0 0 0

100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1 0 1 0 0 0 0 0 0

100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20 4 18 0 1 0 0 2 0

100.0 20.0 90.0 0.0 5.0 0.0 0.0 10.0 0.0

14 5 8 1 0 0 0 3 1

100.0 35.7 57.1 7.1 0.0 0.0 0.0 21.4 7.1

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 3 2 0 0 0 0 1 0

100.0 75.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0

8 3 4 0 2 2 0 1 0

100.0 37.5 50.0 0.0 25.0 25.0 0.0 12.5 0.0

11 8 5 0 0 0 0 0 0

100.0 72.7 45.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

不明・無回答

合計

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

子どもの教育

や発達のため

子育て（教育
を含む）を

している方が

現在就労して
いる

子育て（教育
を含む）を

している方が

就労予定があ
る／求職中で

ある

子育て（教育
を含む）を

している方が

家族・親族な
どを介護して

いる

子育て（教育
を含む）を

している方が

病気や障害が
ある

子育て（教育

を含む）を

している方が
学生である

合計

居宅訪問型保育

ファミリー・サポー
ト・センター

一時預かり

その他

その他

他市町の認定こども園

家庭的保育

（保育ママ）

事業所内保育施設

その他の認可外の

保育施設

問 16－４ × 平日に利用している教育・保育事業別 

平日に利用している教育・保育事業別でみると、［幼稚園］［幼稚園の預かり保育］［ファミリー・

サポート・センター］［その他］では「子どもの教育や発達のため」の割合が最も高く、［認可保育所］

［事業所内保育施設］［その他の認可外の保育施設］［一時預かり］では「子育て（教育を含む）をし

ている方が現在就労している」の割合が最も高くなっています。 
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52.0 

10.2 

0.3 

11.1 

9.8 

0.6 

0.9 

50.5 

8.0 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

（子どもの父親か母親が就労していないなど

の理由で）利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、保育・教育の事業に

空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を利用

できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の

条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、

納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため【（ ）歳くらいになっ

たら利用しようと考えている】

その他

不明・無回答

就学前児童（N=325）

9.1 

12.2 

56.7 

18.9 

0.6 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80%

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳以上

不明・無回答

就学前児童（N=164）

（１）で「利用していない」を選んだ方 

（１）－５ 利用していない理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 16－５〕 

利用していない理由についてみると、「（子どもの父親か母親が就労していないなどの理由で）利用

する必要がない」が 52.0％で最も高く、次いで「子どもがまだ小さいため【（ ）歳くらいになった

ら利用しようと考えている】」が 50.5％となっています。また、【（ ）歳くらいになったら利用しよ

うと考えている】かについて、利用しようとしている年齢では「３歳」が 56.7％と最も高くなって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◎利用したい時の子どもの年齢〈数量回答〉 

《「子どもがまだ小さいため（ ）歳くらいになったら利用しようと考えている」を選んだ方》 
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45.0 

19.8 

61.6 

20.3 

9.8 

3.1 

8.8 

1.1 

2.3 

6.2 

16.5 

20.7 

1.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育（保育ママ）

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

保育所の延長保育（19時を超えての延長保育）

一時預かり

その他

不明・無回答

就学前児童（N=897）

（２）現在の利用の有無にかかわらず、今後、平日の教育・保育事業として「定期的に」

利用したいと考える事業〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 17〕 

平日の教育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業でみると、「認可保育所」が

61.6％と最も高く、次いで「幼稚園」が 45.0％、「一時預かり」が 20.7％となっています。 
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上段:度数

下段:％

897 404 178 553 182 88 28 79 10 21 56 148 186 12 9

100.0 45.0 19.8 61.6 20.3 9.8 3.1 8.8 1.1 2.3 6.2 16.5 20.7 1.3 1.0

39 15 9 28 8 5 1 3 0 1 2 11 7 0 0

100.0 38.5 23.1 71.8 20.5 12.8 2.6 7.7 0.0 2.6 5.1 28.2 17.9 0.0 0.0

58 22 10 35 8 8 4 5 0 1 3 11 12 1 1

100.0 37.9 17.2 60.3 13.8 13.8 6.9 8.6 0.0 1.7 5.2 19.0 20.7 1.7 1.7

120 53 22 70 23 8 2 12 2 2 8 19 23 4 1

100.0 44.2 18.3 58.3 19.2 6.7 1.7 10.0 1.7 1.7 6.7 15.8 19.2 3.3 0.8

25 12 5 16 4 2 1 2 0 1 1 2 5 0 0

100.0 48.0 20.0 64.0 16.0 8.0 4.0 8.0 0.0 4.0 4.0 8.0 20.0 0.0 0.0

49 27 15 25 17 6 2 5 1 3 5 7 9 1 0

100.0 55.1 30.6 51.0 34.7 12.2 4.1 10.2 2.0 6.1 10.2 14.3 18.4 2.0 0.0

86 47 16 49 18 8 2 6 3 0 7 9 20 0 1

100.0 54.7 18.6 57.0 20.9 9.3 2.3 7.0 3.5 0.0 8.1 10.5 23.3 0.0 1.2

105 43 17 71 23 8 1 11 0 1 5 15 21 3 2

100.0 41.0 16.2 67.6 21.9 7.6 1.0 10.5 0.0 1.0 4.8 14.3 20.0 2.9 1.9

31 10 7 24 4 2 0 2 0 0 2 10 5 0 0

100.0 32.3 22.6 77.4 12.9 6.5 0.0 6.5 0.0 0.0 6.5 32.3 16.1 0.0 0.0

31 12 8 18 4 2 0 2 0 0 1 6 10 0 0

100.0 38.7 25.8 58.1 12.9 6.5 0.0 6.5 0.0 0.0 3.2 19.4 32.3 0.0 0.0

81 43 21 51 17 9 2 9 0 4 6 8 20 1 0

100.0 53.1 25.9 63.0 21.0 11.1 2.5 11.1 0.0 4.9 7.4 9.9 24.7 1.2 0.0

9 4 2 6 2 1 0 1 1 0 2 4 3 0 0

100.0 44.4 22.2 66.7 22.2 11.1 0.0 11.1 11.1 0.0 22.2 44.4 33.3 0.0 0.0

63 23 8 44 14 9 6 7 1 1 5 15 20 1 1

100.0 36.5 12.7 69.8 22.2 14.3 9.5 11.1 1.6 1.6 7.9 23.8 31.7 1.6 1.6

25 8 6 16 7 1 0 0 0 0 0 5 4 0 0

100.0 32.0 24.0 64.0 28.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 16.0 0.0 0.0

74 40 15 42 18 8 5 7 1 4 3 12 9 1 2

100.0 54.1 20.3 56.8 24.3 10.8 6.8 9.5 1.4 5.4 4.1 16.2 12.2 1.4 2.7

58 30 13 30 8 10 1 4 1 1 4 10 10 0 0

100.0 51.7 22.4 51.7 13.8 17.2 1.7 6.9 1.7 1.7 6.9 17.2 17.2 0.0 0.0

17 5 2 10 1 1 1 0 0 1 1 1 3 0 1

100.0 29.4 11.8 58.8 5.9 5.9 5.9 0.0 0.0 5.9 5.9 5.9 17.6 0.0 5.9

16 6 2 13 5 0 0 2 0 0 0 3 3 0 0

100.0 37.5 12.5 81.3 31.3 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 18.8 18.8 0.0 0.0

5 2 0 2 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0

100.0 40.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0

稲枝東

稲枝西

稲枝北

わからない

若葉

金城

鳥居本

河瀬

亀山

高宮

城南

平田

城北

佐和山

旭森

城陽

一時

預かり
その他

不明・

無回答

合計

城東

城西

家庭的

保育

（保育マ

マ）

事業所内

保育施設

その他の

認可外の

保育施設

居宅訪問

型保育

ファミ

リー・

サポー

ト・

センター

保育所の

延長保育

（19時を

超えての

延長保

育）

合計 幼稚園

幼稚園の

預かり

保育

認可

保育所

認定

こども園

小規模な

保育施設

問 17 × 地区別 

地区別でみると、［城北］［稲枝東］を除くすべての地区で「認可保育所」の割合が最も高くなって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



38 

上段:度数
下段:％

897 404 178 553 182 88 28 79

100.0 45.0 19.8 61.6 20.3 9.8 3.1 8.8

87 43 10 57 17 11 5 9

100.0 49.4 11.5 65.5 19.5 12.6 5.7 10.3

143 65 26 94 45 31 4 30

100.0 45.5 18.2 65.7 31.5 21.7 2.8 21.0

152 68 29 102 40 24 7 13

100.0 44.7 19.1 67.1 26.3 15.8 4.6 8.6

141 61 33 92 27 10 4 10

100.0 43.3 23.4 65.2 19.1 7.1 2.8 7.1

155 69 34 86 21 6 3 8

100.0 44.5 21.9 55.5 13.5 3.9 1.9 5.2

132 63 28 71 19 4 4 6

100.0 47.7 21.2 53.8 14.4 3.0 3.0 4.5

69 28 14 41 11 0 1 2

100.0 40.6 20.3 59.4 15.9 0.0 1.4 2.9

上段:度数
下段:％

897 10 21 56 148 186 12 9

100.0 1.1 2.3 6.2 16.5 20.7 1.3 1.0

87 0 2 6 15 19 2 1

100.0 0.0 2.3 6.9 17.2 21.8 2.3 1.1

143 5 5 11 33 34 4 4

100.0 3.5 3.5 7.7 23.1 23.8 2.8 2.8

152 4 2 10 24 44 1 1

100.0 2.6 1.3 6.6 15.8 28.9 0.7 0.7

141 1 3 5 21 24 1 0

100.0 0.7 2.1 3.5 14.9 17.0 0.7 0.0

155 0 6 10 23 31 2 0

100.0 0.0 3.9 6.5 14.8 20.0 1.3 0.0

132 0 1 6 19 19 1 1

100.0 0.0 0.8 4.5 14.4 14.4 0.8 0.8

69 0 2 6 10 12 1 2

100.0 0.0 2.9 8.7 14.5 17.4 1.4 2.9

４歳

５歳

６歳

幼稚園

２歳

３歳

４歳

５歳

０歳

１歳

２歳

３歳

合計

一時預かり その他 不明・無回答

幼稚園の
預かり保育

認可保育所 認定こども園
小規模な
保育施設

家庭的保育
（保育ママ）

事業所内
保育施設

合計

その他の

認可外の
保育施設

居宅訪問型
保育

ファミリー・

サポート・
センター

保育所の延長

保育（19時を
超えての延長

保育）

６歳

合計

０歳

１歳

合計

問 17 × 年齢別 

年齢別でみると、すべての年齢で「認可保育所」の割合が最も高くなっています。 
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95.0 1.9 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

彦根市内 他の市区町村 不明・無回答

（２）―１ 教育・保育事業を利用したい場所〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 17-１〕 

教育・保育事業を利用したい場所についてみると、「彦根市内」が 95.0％となっています。 
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21.3 

7.8 

73.9 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援拠点事業（親子が集まって

過ごしたり、相談をする場）

その他彦根市で実施している類似の事業

利用していない

不明・無回答

就学前児童（N=897）

17.8 

4.2 

5.2 

0.5 

1.0 

71.2 

21.4 

7.1 

1.4 

1.4 

0.0 

68.6 

0% 20% 40% 60% 80%

１回

２回

３回

４回

５回以上

不明・無回答

就学前児童

地域子育て支援拠点事業（N=191）

その他彦根市で実施している類似の事業（N=70）

47.6 

14.7 

11.0 

3.1 

1.6 

22.0 

47.1 

17.1 

4.3 

4.3 

4.3 

22.9 

0% 20% 40% 60% 80%

１回

２回

３回

４回

５回以上

不明・無回答

就学前児童

地域子育て支援拠点事業（N=191）

その他彦根市で実施している類似の事業（N=70）

５ 地域の子育て支援事業の利用状況について 

 
（１）現在の地域子育て支援拠点事業の利用状況〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 18〕 

地域子育て支援拠点事業の利用状況についてみると、「地域子育て支援拠点事業（親子が集まって

過ごしたり、相談をする場）」が 21.3％、「その他彦根市で実施している類似の事業」が 7.8％とな

っています。一方、「利用していない」は 73.9％となっています。 

また、１週当たりの利用回数では、『地域子育て支援拠点事業』、『その他彦根市で実施している類

似の事業』ともに「１回」の割合が高くなっています。１ヶ月当たりの利用回数でも、『地域子育て

支援拠点事業』、『その他、彦根市で実施している類似の事業』で「１回」の割合が高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎１週当たりもしくは１ヶ月当たりの利用回数〈数量回答〉 

《「地域子育て支援拠点事業」「その他、彦根市で実施している類似の事業」を選んだ方》 

 
■１週当たりの利用回数            ■１ヶ月当たりの利用回数 
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23.3 

12.2 

59.8 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80%

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わ

ない

不明・無回答

就学前児童（N=897）

24.9 

5.7 

1.9 

0.5 

1.4 

65.6 

21.1 

16.5 

6.4 

2.8 

0.9 

52.3 

0% 20% 40% 60% 80%

１回

２回

３回

４回

５回以上

不明・無回答

就学前児童

利用していないが、今後利用したい（N=209）

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

（N=109）

45.9 

18.7 

4.8 

3.8 

4.8 

22.0 

13.8 

25.7 

9.2 

6.4 

6.4 

38.5 

0% 20% 40% 60% 80%

１回

２回

３回

４回

５回以上

不明・無回答

就学前児童

利用していないが、今後利用したい（N=209）

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

（N=109）

（２）地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 19〕 

地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向についてみると、「新たに利用したり、利用日数を増や

したいとは思わない」が 59.8％と最も高くなっています。 

また、１週当たりの利用希望回数では、『利用していないが、今後利用したい』、『すでに利用して

いるが、今後利用日数を増やしたい』ともに「１回」の割合が最も高くなっています。１ヶ月当たり

の利用希望回数では、『利用していないが、今後利用したい』で「１回」、『すでに利用しているが、

今後利用日数を増やしたい』で「２回」の割合が、それぞれ最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎１週当たりもしくは１ヶ月当たりの利用希望回数〈数量回答〉 

《「利用していないが、今後利用したい」、「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」を選んだ方》 

 
■１週当たりの利用希望回数          ■１ヶ月当たりの利用希望回数 
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（３）子育て支援サービスの認知度、利用度、利用希望〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 20〕 

子育て支援サービスの認知度、利用度、利用希望についてみると、認知度【知っている】では、「は

い」で『パパママ学級』が 81.3％、『虐待相談』が 75.1％、『離乳食教室』が 73.9％となっていま

す。 

利用度【利用したことがある】では、「はい」で『すくすく教室・のびのび教室』36.7％、『乳幼

児個別相談』が 35.0％、『離乳食教室』が 31.9％となっています。 

利用希望【今後利用したい】では、「はい」で『地域子ども文庫・地域親子文庫』が 56.0％、『親

子体操教室・チビッコ体操教室』が 54.8％、『子育てガイドブック』が 51.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子
育
て
教
室
な
ど 

交
流
活
動
な
ど 
相
談
窓
口 

63.3 

81.3 

70.2 

46.0 

45.7 

69.7 

55.2 

36.2 

61.6 

58.5 

64.4 

51.5 

66.3 

72.2 

73.9 

63.1 

39.2 

31.9 

75.1 

59.2 

33.9 

15.3 

25.0 

50.8 

51.1 

26.2 

41.1 

60.0 

34.3 

37.2 

32.4 

45.7 

31.1 

24.0 

22.5 

34.0 

57.5 

65.6 

22.4 

37.3 

2.8 

3.5 

4.8 

3.1 

3.2 

4.1 

3.7 

3.8 

4.0 

4.2 

3.1 

2.8 

2.6 

3.8 

3.6 

2.9 

3.2 

2.6 

2.5 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80%100%

①マタニティママのつどい

②パパママ学級

③すくすく教室・のびのび教室

④ぽぽキッズクラブ

⑤親子体操教室・チビッコ体操教室

⑥赤ちゃんサロン

⑦保育所の園庭開放

⑧幼稚園の「遊び広場」

⑨子育てサークル活動・ひろば活動

⑩地域子ども文庫・地域親子文庫

⑪子育て相談 ～就学前～

⑫児童家庭相談

⑬民生委員児童委員・主任児童委員

⑭乳幼児個別相談

⑮離乳食教室

⑯子育てHOTライン

⑰子育て相談 ～幼児・児童・生徒～

⑱子どもと親の悩みの相談

⑲虐待相談

⑳子育てガイドブック

知っている（N=897）

19.6 

26.0 

36.7 

8.5 

10.1 

25.6 

17.4 

13.3 

16.2 

25.1 

16.9 

3.3 

7.4 

35.0 

31.9 

11.1 

3.1 

1.6 

1.6 

30.7 

71.3 

65.7 

56.3 

82.1 

80.8 

67.0 

72.8 

76.8 

74.8 

66.1 

74.0 

86.3 

83.1 

57.3 

59.9 

80.3 

87.3 

88.5 

88.9 

61.3 

9.0 

8.4 

7.0 

9.5 

9.0 

7.4 

9.8 

9.9 

9.0 

8.8 

9.0 

10.4 

9.6 

7.7 

8.2 

8.6 

9.6 

9.9 

9.6 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある

（N=897）

23.4 

22.7 

44.5 

38.7 

54.8 

29.8 

44.6 

43.8 

32.1 

56.0 

45.5 

33.7 

23.9 

40.6 

31.1 

42.7 

42.3 

39.6 

28.3 

51.2 

63.5 

64.4 

43.1 

50.1 

34.2 

57.3 

43.5 

45.9 

57.3 

33.3 

42.9 

55.1 

64.4 

48.0 

57.1 

46.5 

47.0 

49.3 

59.6 

36.8 

13.0 

12.8 

12.4 

11.3 

10.9 

12.9 

11.9 

10.3 

10.6 

10.7 

11.6 

11.3 

11.7 

11.4 

11.8 

10.8 

10.7 

11.1 

12.0 

12.0 

0% 20% 40% 60% 80%100%

今後利用したい（N=897）

はい

いいえ

不明・無回答
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（４）学習支援・子育て支援サービスの認知度、利用度、利用希望〈単数回答〉 

〔小学生児童調査…問 24〕 

学習支援・子育て支援サービスの認知度、利用度、利用希望についてみると、認知度【知っている】

では、「はい」で『いじめ相談ホットライン』が 83.2％、『虐待相談』79.6％、『子育て相談 ～幼児・

児童・生徒～』が 59.1％となっています。 

利用度【利用したことがある】では、「はい」で『地域子ども文庫・地域親子文庫』が 31.3％とな

っています。 

利用希望【今後利用したい】では、「はい」で『地域子ども文庫・地域親子文庫』が 59.1％、『地

域子ども教室』が 47.4％、『少年少女発明クラブ』『サイエンスプロジェクト』が 43.5％となって

います。 

 
 

学
習
支
援
な
ど 

相
談
窓
口
な
ど 

16.6 

17.1 

37.0 

36.5 
11.5 

51.4 

57.5 

83.2 

59.1 

48.3 

79.6 

45.0 

79.6 

79.6 

58.7 

60.3 

84.4 

45.2 

39.4 

13.7 

37.3 

47.4 

16.6 

51.0 

3.8 

3.4 

4.3 

3.1 

4.1 

3.4 

3.1 

3.1 

3.6 

4.3 

3.8 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①少年少女発明クラブ

②適応指導教室「オアシス」

③サイエンスプロジェクト

④地域子ども教室

⑤青少年立ち直り支援センター

⑥夏休み子ども狂言教室

⑦地域子ども文庫・地域親子文庫

⑧いじめ相談ホットライン

⑨子育て相談 ～幼児・児童・生徒～

⑩子どもと親の悩みの相談

⑪虐待相談

⑫子育てガイドブック

知っている（N=416）

1.7 

0.0 

2.9 

17.5 

0.5 

1.7 

31.3 

0.7 

3.4 

1.9 

1.4 

13.2 

87.0 

88.9 

85.3 

71.2 

87.5 

87.7 

58.9 

90.6 

87.5 

88.7 

89.9 

76.9 

11.3 

11.1 

11.8 

11.3 

12.0 

10.6 

9.9 

8.7 

9.1 

9.4 

8.7 

9.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある

（N=416）

43.5 

14.9 

43.5 

47.4 

17.5 

21.2 

59.1 

32.9 

29.8 

29.8 

26.4 

38.2 

46.2 

73.3 

46.6 

42.5 

70.7 

66.8 

29.8 

54.8 

58.7 

57.5 

60.8 

49.5 

10.3 

11.8 

9.9 

10.1 

11.8 

12.0 

11.1 

12.3 

11.5 

12.7 

12.7 

12.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後利用したい（N=416）

はい

いいえ

不明・無回答
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68.5 

81.5 

8.7 

4.0 

20.8 

12.0 

2.0 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

日曜日・祝日

就学前児童（N=897）

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 不明・無回答

0.4 

7.2 

30.6 

48.7 

7.5 

0.4 

0.4 

0.8 

0.0 

0.0 

4.2 

0.7 

9.7 

33.3 

38.9 

8.3 

0.0 

1.4 

1.4 

0.0 

0.0 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80%

６時

７時

８時

９時

10時

11時

12時

13時

14時

15時以降

不明・無回答

就学前児童

土曜日（N=265） 日曜日・祝日（N=144）

1.5 

7.5 

6.0 

3.8 

7.5 

17.4 

27.5 

19.6 

4.2 

1.1 

3.8 

2.1 

2.8 

3.5 

3.5 

7.6 

9.0 

27.8 

30.6 

4.9 

2.8 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80%

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

就学前児童

土曜日（N=265） 日曜日・祝日（N=144）

６ 土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について（就学前児童） 

 
（１）土曜日と日曜日・祝日の、定期的な教育・保育事業の利用希望（一時的な利用は

除く）〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 21〕 

土曜日と日曜日・祝日の「定期的な」教育・保育事業の利用希望についてみると、利用希望では、

土曜日、日曜日・祝日ともに「利用する必要はない」が最も高く、それぞれ 68.5％、81.5％となっ

ています。一方、『利用したい』（「ほぼ毎週利用したい」と「月に１～２回は利用したい」の合計）

意向がある方は土曜日で 29.5％、日曜・祝日で 16.0％となっています。 

利用開始時間では、土曜日、日曜日・祝日ともに「９時～」が最も高く、それぞれ 48.7％、38.9％

となっています。また、終了時間では、土曜日で「17 時」、日曜日・祝日で「18 時」が最も高く、

それぞれ 27.5％、30.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎希望する利用時間帯〈数量回答〉《「ほぼ毎週利用したい」「月に１～２回は利用したい」を選んだ方》 

■開始時間                 ■終了時間 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊「教育・保育事業」とは、保育所、幼稚園、認可外保育施設などの事業を指しますが、

親族・知人による預かりは含みません。 
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59.0 

36.3 

1.9 

31.1 

14.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

不明・無回答

就学前児童（N=212）

（１）で「月に１～２回は利用したい」を選んだ方 

（１）－１ 毎週ではなく、たまに利用したい理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 21－１〕 

毎週ではなく、たまに利用したい方の理由についてみると、「月に数回仕事が入るため」が 59.0％

と最も高く、次いで「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」が 36.3％、「息抜きのた

め」が 31.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



46 

46.0 14.3 36.5 3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=189）

利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい 不明・無回答

0.0 

1.0 

11.5 

83.3 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６時

７時

８時

９時

10時

11時

12時

13時

14時

15時以降

不明・無回答

就学前児童（N=96）

1.0 

7.3 

0.0 

29.2 

32.3 

11.5 

14.6 

2.1 

0.0 

1.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

就学前児童（N=96）

「幼稚園」を利用されている方 

（２）夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 22〕 

夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望についてみると、利用希望では、

「利用する必要はない」が 46.0％と最も高く、次いで「休みの期間中、週に数日利用したい」が 36.5％

となっています。一方、『利用したい』（「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」と「休みの期間中、

週に数日利用したい」の合計）意向がある方は 50.8％となっています。 

利用開始時間では、「９時」が 83.3％と最も高くなっています。また、終了時間では、「15 時」

が 32.3％と最も高く、次いで「14 時」が 29.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎希望する利用時間帯〈数量回答〉 

《「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」「休みの期間中、週に数日利用したい」を選んだ方》 

 
■開始時間                 ■終了時間 
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33.3 

49.3 

0.0 

44.9 

24.6 

1.4 

0% 20% 40% 60%

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

不明・無回答

就学前児童（N=69）

（２）で「休みの期間中、週に数日利用したい」を選ばれた方 

（２）－１ 毎日ではなく、たまに利用したい理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 22－１〕 

毎日ではなく、たまに利用したい理由についてみると、「買い物等の用事をまとめて済ませるため」

が 49.3％と最も高く、次いで「息抜きのため」が 44.9％、「週に数回仕事が入るため」が 33.3％

となっています。 
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75.0 

61.5 

21.6 

37.7 

3.3 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=569）

小学生児童

（N=416）

あった なかった 不明・無回答

７ 病気の際の対応について 

 

就学前児童調査で、平日、幼稚園や保育園などの定期的な教育・保育事業の利用状況で「利用している」

を選ばれた方 

（１）この１年間に、子どもが病気やケガで通常の利用ができなくなったことの有無〈単

数回答〉〔就学前児童調査…問 23・小学生児童調査…問 22〕 

病気やケガで通常の利用ができなくなったことの有無についてみると、就学前児童、小学生児童と

もに「あった」がそれぞれ 75.0％、61.5％と高く、小学生児童より就学前児童の方が「あった」が

高くなっています。 
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19.4

67.9

35.4

2.3

20.6

3.0

4.7

2.3

7.4 

51.2 

27.0 

8.6 

25.8 

1.6 

3.5 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80%

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

親族や知人に預けた（同居者を含む）

子どもだけで留守番をさせた

就労していない保護者が世話をした

病児・病後児の保育サービスを利用した

その他

不明・無回答

就学前児童（N=427） 小学生児童（N=256）

（１）－１ 子どもが病気やけがで普段利用している施設や事業が利用できなかった場

合に、この１年間に行った対処方法〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 23-１・小学生

児童調査…問 22-１〕 

子どもが病気やけがで普段利用している施設や事業が利用できなかった場合に、この１年間に行っ

た対処方法についてみると、就学前児童、小学生児童ともに「母親が仕事を休んだ」がそれぞれ 67.9％、

51.2％と最も高く、次いで「親族や知人に預けた（同居者を含む）」がそれぞれ 35.4％、27.0％と

なっています。 

また、子どもが病気やケガの際の各対処日数については、就学前児童で「母親が仕事を休んだ」、「親

族や知人に預けた（同居者を含む）」、「就労していない保護者が世話をした」では『10 日以上』の割

合がそれぞれ高く、小学生児童で「母親が仕事を休んだ」、「親族や知人に預けた（同居者を含む）」

では『２日』の割合がそれぞれ高くなっています。 
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件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

１日 26 31.3 35 12.1 26 17.2 4 40.0 12 13.6 4 30.8 1 5.0

２日 19 22.9 40 13.8 27 17.9 2 20.0 9 10.2 0 0.0 2 10.0

３日 15 18.1 35 12.1 20 13.2 2 20.0 11 12.5 3 23.1 5 25.0

４日 1 1.2 11 3.8 10 6.6 0 0.0 4 4.5 2 15.4 1 5.0

５日 11 13.3 44 15.2 21 13.9 1 10.0 13 14.8 0 0.0 1 5.0

６日 2 2.4 9 3.1 1 0.7 0 0.0 4 4.5 0 0.0 0 0.0

７日 1 1.2 14 4.8 4 2.6 1 10.0 3 3.4 0 0.0 1 5.0

８日 1 1.2 4 1.4 3 2.0 0 0.0 2 2.3 0 0.0 1 5.0

９日 0 0.0 1 0.3 0 0.0 0 0.0 1 1.1 0 0.0 1 5.0

10日以上 4 4.8 83 28.6 29 19.2 0 0.0 22 25.0 4 30.8 4 20.0

不明・無回答 3 3.6 14 4.8 10 6.6 0 0.0 7 8.0 0 0.0 3 15.0

就労していない

保護者が

世話をした

病児・病後児

の保育サービ

スを利用した

その他

N=83 N=290 N=151 N=10 N=88 N=13 N=20

【就学前児童】

対応日数

父親が

仕事を休んだ

母親が

仕事を休んだ

親族や知人に

預けた（同居者

を含む）

子どもだけで

留守番を

させた

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

１日 8 42.1 32 24.4 18 26.1 13 59.1 11 16.7 1 25.0 1 11.1

２日 8 42.1 40 30.5 24 34.8 4 18.2 11 16.7 2 50.0 2 22.2

３日 1 5.3 19 14.5 15 21.7 3 13.6 9 13.6 1 25.0 1 11.1

４日 0 0.0 2 1.5 1 1.4 0 0.0 7 10.6 0 0.0 0 0.0

５日 1 5.3 17 13.0 5 7.2 1 4.5 7 10.6 0 0.0 1 11.1

６日 0 0.0 1 0.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

７日 0 0.0 5 3.8 3 4.3 0 0.0 7 10.6 0 0.0 1 11.1

８日 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

９日 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

10日以上 0 0.0 11 8.4 1 1.4 0 0.0 7 10.6 0 0.0 0 0.0

不明・無回答 1 5.3 4 3.1 2 2.9 1 4.5 7 10.6 0 0.0 3 33.3

就労していない

保護者が

世話をした

病児・病後児

の保育サービ

スを利用した

その他

N=19 N=131 N=69 N=22 N=66 N=4 N=9

【小学生児童】

対応日数

父親が

仕事を休んだ

母親が

仕事を休んだ

親族や知人に

預けた（同居者

を含む）

子どもだけで

留守番を

させた

◎子どもが病気やケガの際の各対処日数〈数量回答〉 
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32.7 

12.7 

66.0 

87.3 

1.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=303）

小学生児童

（N=134）

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

不明・無回答

10.1

14.1

11.1

1

21.2

1

1

1

0

16.2

23.2

17.6 

41.2 

5.9 

0.0 

11.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.8 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日以上

不明・無回答

就学前児童（N=99）

小学生児童（N=17）

（１）－１で「父親が休んだ」または「母親が休んだ」を選ばれた方 

（１）－２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思わ

れましたか〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 23-２・小学生児童調査…問 22-２〕 

父親または母親が休んだ方で「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われ

ましたかについてみると、就学前児童、小学生児童ともに「できれば病児・病後児保育施設等を利用

したい」がそれぞれ 32.7％、12.7％、「利用したいとは思わない」がそれぞれ 66.0％、87.3％と

なっています。 

また、できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい日数については、就学前児童で「５

日」、小学生児童で「２日」がそれぞれ最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎病児・病後児保育施設等を利用したい方の 

日数〈数量回答〉 

《「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」を選んだ方》 

 

 

 

 

 

＊彦根市では、戸賀町（藤野こどもクリニック内）で実施しています。「病児保育室こあ

ら」保育時間 8：30～18：00（木・土は 8：30～12：30） 
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45.0 

12.0 

16.5 

32.0 

13.0 

51.0 

19.0 

1.5 

45.3 

9.4 

25.6 

26.5 

11.1 

50.4 

16.2 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

事業の質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）が

よくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

不明・無回答

就学前児童（N=200） 小学生児童（N=117）

（１）－２で「利用したいと思わない」を選ばれた方 

（１）－３ 利用したいと思わない理由〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 23-３・小学生児童調査…問 22-３〕 

利用したいと思わない理由についてみると、就学前児童、小学生児童ともに「親が仕事を休んで対

応する」がそれぞれ 51.0％、50.4％、次いで「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」がそれ

ぞれ 45.0％、45.3％となっています。 
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40.1 

47.2 

25.8 

25.8 

34.1 

27.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=267）

小学生児童

（N=159）

できれば仕事を休んで看たい 休んで看ることは非常に難しい 不明・無回答

23.4

12.1

13.1

6.5

9.3

0.0

1.9

0.9

0.0

12.1

20.6

38.7 

22.7 

20.0 

2.7 

5.3 

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

8.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日以上

不明・無回答

就学前児童（N=107）

小学生児童（N=75）

（１）－１で「親族や知人に預けた（同居者を含む）」または「その他」を選ばれた方 

（１）－４  その際「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われまし

たか〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 23-４・小学生児童調査…問 22-４〕 

「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたかについてみると、就学前児童、

小学生児童ともに「できれば仕事を休んで看たい」がそれぞれ 40.1％、47.2％と最も高くなってい

ます。 

また、できれば仕事を休んで看たい日数については、就学前児童、小学生児童ともに「１日」がそ

れぞれ 23.4％、38.7％と最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎仕事を休んで看たい日数〈数量回答〉 

《「できれば仕事を休んで看たい」を選んだ方》 
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37.7 

5.8 

11.6 

44.9 

4.3 

53.7 

7.3 

12.2 

31.7 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

不明・無回答

就学前児童（N=69） 小学生児童（N=41）

（１）－４で「休んで看ることは非常に難しい」を選ばれた方 

（１）－５ 休んで看ることは非常に難しいと思われる理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…

問 23-５・小学生児童調査…問 22-５〕 

休んで看ることは非常に難しいと思われる理由についてみると、就学前児童、小学生児童ともに「子

どもの看護を理由に休みがとれない」がそれぞれ 37.7％、53.7％と最も高くなっています。 
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61.2 1.7 37.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

ある ない 不明・無回答

96.0 3.3 0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=549）

彦根市内 他の市区町村 不明・無回答

40.0 46.7 0.0 13.3 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=15）

いろいろな医療機関（診療所）にかかっている

どこをかかりつけ医にすればいいのかがわからない

医療機関（診療所）を受診しない

その他

不明・無回答

（２）病気やけがをした場合の、かかりつけ医の有無〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 24〕 

病気やけがをした場合の、かかりつけ医の有無についてみると、「ある」が 61.2％、「ない」が 1.7％

となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
（２）－１ かかりつけ医の所在地〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 24-１〕 

かかりつけ医の所在地についてみると、「彦根市内」が 96.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
（２）－２ かかりつけ医のいない理由〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 24-２〕 

かかりつけ医のいない理由についてみると、「どこをかかりつけ医にすればいいのかがわからない」

が 46.7％と最も高く、次いで「いろいろな医療機関（診療所）にかかっている」が 40.0％となっ

ています。 
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56.3 6.4 37.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

知っている 知らない 不明・無回答

54.7 44.4 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=505）

ある ない 不明・無回答

（３）夜間・休日の小児救急電話相談（＃8000）の認知度〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 25〕 

夜間・休日の小児救急電話相談（＃8000）の認知度についてみると、「知っている」が 56.3％、

「知らない」が 6.4％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
（３）－１ 小児救急電話相談（＃8000）を利用の有無〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 25-１〕 

小児救急電話相談（＃8000）を利用の有無についてみると、「ある」が 54.7％、「ない」が 44.4％

となっています。 
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59.6 3.1 37.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

知っている 知らない 不明・無回答

72.1 27.5 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=535）

ある ない 不明・無回答

（４）日曜・祝日・年末年始に開設している彦根休日急病診療所の認知度〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 26〕 

日曜・祝日・年末年始に開設している彦根休日急病診療所の認知度についてみると、「知っている」

が 59.6％、「知らない」が 3.1％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
（４）－１ 彦根休日急病診療所を利用の有無〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 26-１〕 

彦根休日急病診療所を利用の有無についてみると、「ある」が 72.1％、「ない」が 27.5％となっ

ています。 
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4.2 

2.1 

0.6 

0.0 

0.1 

0.6 

90.7 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

不明・無回答

就学前児童（N=897）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

１日 8 21.1 1 5.3 0 0.0 0 0.0 1 100.0 2 40.0

２日 6 15.8 3 15.8 2 40.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

３日 2 5.3 2 10.5 1 20.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
４日 3 7.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

５日 2 5.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

６日 1 2.6 0 0.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
７日 2 5.3 4 21.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

８日 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

９日 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
10～19日 5 13.2 4 21.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 40.0

20～29日 3 7.9 1 5.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

30～39日 2 5.3 2 10.5 1 20.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
40～49日 0 0.0 1 5.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

50日以上 2 5.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0

不明・無回答 2 5.3 1 5.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

【就学前児童】

利用日数

その他

N=38 N=19 N=5 N=0 N=1 N=5

一時預かり
幼稚園の

預かり保育

ファミリー・
サポート・

センター

夜間養護等
事業・トワイ

ライトステイ

ベビーシッター

８ 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

 

（１）リフレッシュ、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業〈複

数回答〉〔就学前児童用調査票…問 27〕 

不定期に利用している事業についてみると、「一時預かり」が 4.2％、「幼稚園の預かり保育」が

2.1％となっています。また、「利用していない」が 90.7％となっています。 

利用している事業の１年間の利用日数では、「一時預かり」で『１日』が 21.1％、［幼稚園の預か

り保育］で『７日』、『10～19 日』がそれぞれ 21.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎１年間の利用日数〈数量回答〉 
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75.4

0.9

4.9

9.1

20.5

14.5

11.3

20.5

4.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

事業の質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）が

よくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他

不明・無回答

就学前児童（N=814）

（１）で「利用していない」を選ばれた方 

（１）－１ 現在利用していない理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 27－１〕 

現在利用していない理由についてみると、「特に利用する必要がない」が 75.4％と最も高く、次い

で「利用料がかかる・高い」、「事業の利用方法（手続き等）がわからない」がそれぞれ 20.5％とな

っています。 
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30.9 62.7 6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

利用したい ない 不明・無回答

71.5 

49.1 

28.5 

12.3 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80%

私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、子どもの親の通院

不定期の就労

その他

不明・無回答

就学前児童（N=277）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

１日 5 1.8 12 6.1 11 8.1 2 2.5 3 8.8

２日 7 2.5 17 8.6 37 27.2 10 12.7 1 2.9

３日 12 4.3 23 11.6 14 10.3 8 10.1 6 17.6

４日 3 1.1 4 2.0 7 5.1 3 3.8 2 5.9

５日 29 10.5 18 9.1 18 13.2 10 12.7 1 2.9

６日 14 5.1 16 8.1 9 6.6 0 0.0 4 11.8

７日 4 1.4 2 1.0 3 2.2 2 2.5 0 0.0

８日 4 1.4 3 1.5 2 1.5 1 1.3 3 8.8

９日 1 0.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

10～19日 106 38.3 63 31.8 20 14.7 20 25.3 7 20.6

20～29日 37 13.4 19 9.6 7 5.1 6 7.6 2 5.9

30～39日 16 5.8 5 2.5 5 3.7 2 2.5 2 5.9

40～49日 10 3.6 7 3.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0

50日以上 26 9.4 6 3.0 1 0.7 14 17.7 1 2.9

不明・無回答 3 1.1 3 1.5 2 1.5 1 1.3 2 5.9

N=277 N=136 N=79 N=34

【就学前児童】

年間あたりの

利用日数

年間日数
冠婚葬祭、子どもの

親の通院
不定期の就労 その他

私用（買物、習い事

等）、リフレッシュ目的

N=198

（２）リフレッシュ、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利用

する必要があるか利用希望の有無〈単数回答〉〔就学前児童用調査票…問 28〕 

不定期の就労等の目的で不定期に利用したい事業の利用希望の有無についてみると、「利用したい」

が 30.9％、「ない」が 62.7％となっています。また、利用したい年間日数では「10～19 日」が

38.3％と最も高くなっています。 

利用したい目的の内容についてみると、［私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的］が 71.5％

と最も高く、次いで「冠婚葬祭、子どもや親の通院」が 49.1％となっています。 

目的別の内訳の日数では、「冠婚葬祭、子どもや親の通院」を除く全ての項目で「10～19 日」が

最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 

◎利用したい目的別の内容〈複数回答〉 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎利用したい年間日数、目的別の内訳の日数〈数量回答〉 
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18.5 

14.4 

77.8 

82.9 

3.7 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

あった（預け先がみつからなかった場合を含む） なかった 不明・無回答

52.0 

65.0 

32.1 

1.4 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

大規模施設（定員20人以上）で子どもを

預かる事業

小規模施設（定員概ね６～19人）で子ども

を預かる事業

地域住民が子育て家庭の近くの場所で

保育する事業

その他

不明・無回答

就学前児童（N=277）

（２）で「利用したい」を選ばれた方 
（２）－１ （２）の目的でお子さんを預ける場合の望ましい事業形態〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 28－１〕 

利用したい方の子どもを預ける場合の望ましい事業形態についてみると、「小規模施設（定員概ね

６～19 人）で子どもを預かる事業」が 65.0％と最も高く、次いで「大規模施設（定員 20 人以上）

で子どもを預かる事業」が 52.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）この１年間に、保護者の用事などにより、お子さんを泊りがけで預けなければな

らないことはありましたか〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 29・小学生児童調査…問 23〕 

お子さんを泊りがけで預けなければならなかったかでは、就学前児童、小学生児童ともに「あった」

がそれぞれ 18.5％、14.4％、「なかった」がそれぞれ 77.8％、82.9％となっています。 
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86.7

0.0

1.8

10.2

1.2

3.0

1.8

95.0 

1.7 

1.7 

0.0 

1.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（同居者を含む）親族・知人に預けた

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した

「短期入所生活援助事業」以外の保育事業

（認可外保育施設等を利用した）

仕方なく子どもも同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

就学前児童（N=166） 小学生児童（N=60）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

１日 53 36.8 0 0.0 1 33.3 7 41.2 0 0.0 2 40.0

２日 29 20.1 0 0.0 0 0.0 4 23.5 0 0.0 1 20.0

３日 13 9.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0

４日 5 3.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 0 0.0
５日 9 6.3 0 0.0 0 0.0 1 5.9 0 0.0 1 20.0

６日 5 3.5 0 0.0 0 0.0 1 5.9 0 0.0 0 0.0

７日 4 2.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
８日 1 0.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

９日 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
10日以上 15 10.4 0 0.0 0 0.0 1 5.9 0 0.0 0 0.0

不明・無回答 10 6.9 0 0.0 2 66.7 3 17.6 0 0.0 1 20.0

仕方なく

子どもだけで

留守番をさせた

その他

N=144 N=0 N=3 N=17 N=2 N=5

【就学前児童】
対処日数

（同居者を含む）

親族・知人に

預けた

短期入所生活
援助事業

（ショートステイ）
を利用した

「短期入所生活
援助事業」以外

の保育事業

（認可外保育施
設等を利用した）

仕方なく子どもも

同行させた

（３）で「あった」を選ばれた方 
（３）－１ この１年間の対処方法〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 29-１・小学生児童調査…問 23-１〕 

１年間の対処方法についてみると、就学前児童、小学生児童ともに「（同居者を含む）親族・知人

に預けた」がそれぞれ 86.7％、95.0％と最も高くなっています。 

対処方法の日数では、就学前児童、小学生児童ともに「（同居者を含む）親族・知人に預けた」で

「１日」がそれぞれ 36.8％、45.6％と高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎対処方法の日数〈数量回答〉≪「あった」を選んだ方≫ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊『「短期入所生活援助事業」以外の保育事業（認可外保育施設等を利用した）』の項目は就学前児童のみ 
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9.7 

5.3 

25.7 

17.5 

59.7 

68.4 

4.9 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=144）

小学生児童

（N=57）

非常に困難 どちらかというと困難 特に困難ではない 不明・無回答

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

１日 26 45.6 0 0.0 1 100.0 0 0.0 0 0.0

２日 11 19.3 1.0 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

３日 6 10.5 0.0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 100.0

４日 0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
５日 4 7.0 0.0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

６日 0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

７日 1 1.8 0.0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
８日 0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

９日 0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
10日以上 6 10.5 0.0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

不明・無回答 3 5.3 0.0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

その他

N=57 N=1 N=1 N=0 N=1

仕方なく子どもも

同行させた

仕方なく

子どもだけで

留守番をさせた
【小学生児童】

対処日数

（同居者を含む）

親族・知人に

預けた

短期入所生活
援助事業

（ショートステイ）
を利用した

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）で「あった」を選ばれた方 

（３）－２ 親族・知人に預けた場合の困難度〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 29-２・小学生児童調査…問 23-２〕 

親族・知人に預けた場合の困難度についてみると、就学前児童、小学生児童ともに「特に困難では

ない」がそれぞれ 59.7％、68.4％と最も高くなっています。一方、小学生児童より就学前児童の方

が『困難』（「非常に困難」「どちらかというと困難」の合計）が高くなっています。 
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57.7 

19.9 

38.8 

0.0 

36.8 

0.5 

10.9 

65.6 

27.9 

51.2 

2.4 

29.8 

0.7 

21.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

児童館

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

就学前児童（N=201） 小学生児童（N=416）

９ 放課後の過ごし方について 

 

（１）小学生児童（１～３年生）で希望する放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方

〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 30・小学生児童調査…問７〕 

小学生児童における希望する放課後の過ごし方についてみると、就学前児童、小学生児童ともに「自

宅」が最も高く、それぞれ 57.7％、65.6％となっており、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカー

クラブ、学習塾など）」がそれぞれ 38.8％、51.2％、「放課後児童クラブ（学童保育）」がそれぞれ

36.8％、29.8％となっています。 
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件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

１日 7 6.0 16 40.0 20 25.6 0 0.0 3 4.1 0 0.0 9 40.9

２日 16 13.8 10 25.0 42 53.8 0 0.0 1 1.4 0 0.0 6 27.3
３日 18 15.5 0 0.0 12 15.4 0 0.0 6 8.1 0 0.0 1 4.5

４日 12 10.3 1 2.5 1 1.3 0 0.0 9 12.2 1 100.0 0 0.0

５日 47 40.5 6 15.0 1 1.3 0 0.0 52 70.3 0 0.0 3 13.6
６日 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 2.7 0 0.0 0 0.0

７日 3 2.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

不明・無回答 13 11.2 7 17.5 2 2.6 0 0.0 1 1.4 0 0.0 3 13.6

１週当たりの
利用したい

日数

【就学前児童】

ファミリー・

サポート・
センター

その他

（公民館、
公園など）

N=116 N=40 N=78 N=0 N=74 N=1 N=22

自宅
祖父母や

友人・知人宅

習い事

（ピアノ教室、

サッカークラ
ブ、学習塾

など）

児童館

放課後児童

クラブ
〔学童保育〕

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

１日 33 12.1 58 50.0 74 34.7 5 50.0 2 1.6 1 33.3 29 32.2

２日 59 21.6 39 33.6 92 43.2 2 20.0 12 9.7 1 33.3 29 32.2
３日 47 17.2 9 7.8 38 17.8 3 30.0 16 12.9 1 33.3 18 20.0

４日 25 9.2 2 1.7 4 1.9 0 0.0 15 12.1 0 0.0 4 4.4

５日 85 31.1 7 6.0 4 1.9 0 0.0 74 59.7 0 0.0 7 7.8
６日 2 0.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 1.6 0 0.0 0 0.0

７日 12 4.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

不明・無回答 10 3.7 1 0.9 1 0.5 0 0.0 3 2.4 0 0.0 3 3.3

放課後児童

クラブ
〔学童保育〕

ファミリー・

サポート・
センター

その他

（公民館、
公園など）

N=273 N=116 N=213 N=10 N=124 N=3 N=90

１週当たりの
利用したい

日数

【小学生児童】

自宅
祖父母や

友人・知人宅

習い事

（ピアノ教室、

サッカークラ
ブ、学習塾

など）

児童館

●１週当たりの利用したい日数〈小学生児童（１～３年生）〉 

１週当たりの利用日数についてみると、就学前児童では「放課後児童クラブ〔学童保育〕」、「自宅」

で『５日』が最も高くなっています。小学生児童では「自宅」、「放課後児童クラブ〔学童保育〕」で

『５日』が最も高くなっています。「祖父母や友人・知人宅」は就学前児童、小学生児童で『１日』、

が最も高くなっています。 

また、放課後児童クラブを利用している時間では、就学前児童、小学生児童ともに「18 時（まで）」

が最も高くなっています。 

 

① １週当たりの利用日数〈数量回答〉 
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66.7

21.9

50.7

1

25.4

0.5

13.9

74.5 

34.1 

64.2 

2.2 

17.3 

1.2 

22.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

児童館

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

就学前児童（N=201） 小学生児童（N=416）

5.4 

29.7 

41.9 

21.6 

0.0 

1.4 

5.6 

27.4 

50.0 

16.9 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

就学前児童（N=74）

小学生児童（N=124）

 

② 「放課後児童クラブ」の利用時間（下校時から何時まで） 

〈数量回答〉 

  《「放課後児童クラブ〔学童保育〕」を選んだ方》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）小学校高学年（４～６年生）で希望する放課後（平日の小学校終了後）の過ごし

方〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 31・小学生児童調査…問８〕 

小学校高学年における希望する放課後の過ごし方についてみると、就学前児童では「自宅」が

66.7％で最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が 50.7％、「放

課後児童クラブ（学童保育）」が 25.4％となっています。 

小学生児童では、「自宅」が 74.5％で最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）」が 64.2％、「祖父母宅や友人・知人宅」が 34.1％となっています。 
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件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

１日 9 6.7 18 40.9 26 25.5 0 0.0 2 3.9 0 0.0 6 21.4

２日 19 14.2 9 20.5 41 40.2 0 0.0 2 3.9 0 0.0 7 25.0
３日 21 15.7 3 6.8 22 21.6 0 0.0 3 5.9 0 0.0 5 17.9

４日 11 8.2 1 2.3 1 1.0 0 0.0 7 13.7 0 0.0 0 0.0

５日 53 39.6 5 11.4 3 2.9 1 50.0 31 60.8 0 0.0 6 21.4
６日 1 0.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 3.9 1 100.0 0 0.0

７日 2 1.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

不明・無回答 18 13.4 8 18.2 9 8.8 1 50.0 4 7.8 0 0.0 4 14.3

放課後児童

クラブ
〔学童保育〕

ファミリー・

サポート・
センター

その他

（公民館、
公園など）

N=134 N=44 N=102 N=2 N=51 N=1 N=28

１週当たりの
利用したい

日数

【就学前児童】

自宅
祖父母や

友人・知人宅

習い事

（ピアノ教室、

サッカークラ
ブ、学習塾

など）

児童館

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

１日 44 14.2 69 48.6 64 24.0 2 22.2 3 4.2 2 40.0 36 38.3

２日 71 22.9 46 32.4 121 45.3 4 44.4 11 15.3 2 40.0 33 35.1
３日 53 17.1 7 4.9 64 24.0 1 11.1 8 11.1 0 0.0 15 16.0

４日 29 9.4 5 3.5 11 4.1 1 11.1 10 13.9 0 0.0 3 3.2

５日 86 27.7 12 8.5 4 1.5 1 11.1 37 51.4 1 20.0 6 6.4
６日 2 0.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 1.4 0 0.0 0 0.0

７日 10 3.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

不明・無回答 15 4.8 3 2.1 3 1.1 0 0.0 2 2.8 0 0.0 1 1.1

放課後児童

クラブ
〔学童保育〕

ファミリー・

サポート・
センター

その他

（公民館、
公園など）

N=310 N=142 N=267 N=9 N=72 N=5 N=94

１週当たりの
利用したい

日数

【小学生児童】

自宅
祖父母や

友人・知人宅

習い事

（ピアノ教室、

サッカークラ
ブ、学習塾

など）

児童館

●１週当たりの利用したい日数〈小学校高学年（４～６年生）〉 

１週当たりの利用日数についてみると、就学前児童、小学生児童ともに「自宅」、「放課後児童クラ

ブ〔学童保育〕」で『５日』が最も高くなっています。 

また、放課後児童クラブを利用したい時間では、就学前児童、小学生児童ともに「18 時（まで）」

が最も高くなっています。 

 

① １週当たりの利用日数〈数量回答〉 
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14.8 

7.8 

16.0 

17.1 

60.5 

65.9 

8.6 

9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=81）

小学生児童

（N=129）

【（１）土曜日】

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用希望はない 不明・無回答

8.6 

3.1 

6.2 

10.1 

76.5 

76.7 

8.6 

10.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=81）

小学生児童

（N=129）

【（２）日曜日・祝日】

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用希望はない 不明・無回答

2.0 

27.5 

39.2 

21.6 

0.0 

9.8 

2.8 

16.7 

61.1 

18.1 

1.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

就学前児童（N=51）

小学生児童（N=72）

 

② 「放課後児童クラブ」の利用時間（下校時から何時まで） 

〈数量回答〉 

  《「放課後児童クラブ〔学童保育〕」を選んだ方》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）土曜日や日曜日・祝日の放課後児童クラブの利用希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 32（１）（２）・小学生児童調査…問９（１）（２）〕 

土曜日と日曜日・祝日の放課後児童クラブの利用希望についてみると、就学前児童、小学生児童と

もに、土曜日、日曜日・祝日それぞれ「利用希望はない」が最も高くなっています。また、就学前児

童、小学生児童ともに、日曜日・祝日より土曜日の方が、利用希望が高くなっています。 

利用開始時間では、土曜日、日曜日・祝日ともに、就学前児童で「９時～」、小学生児童で「８時

～」が最も高くなっています。また、終了時間では、就学前児童、小学生児童ともに、土曜日、日曜

日・祝日それぞれ「18 時（まで）」が最も高くなっています。 
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0.0 

8.0 

36.0 

48.0 

0.0 

0.0 

4.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.0 

0.0 

6.3 

46.9 

34.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.1 

3.1 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80%

６時

７時

８時

９時

10時

11時

12時

13時

14時

15時以降

不明・無回答

（１）土曜日 【開始時間】

0.0 

0.0 

8.0 

4.0 

12.0 

16.0 

20.0 

36.0 

4.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.1 

3.1 

9.4 

25.0 

40.6 

15.6 

0.0 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

（１）土曜日 【終了時間】

就学前児童

（N=25）

小学生児童

（N=32）

0.0 

16.7 

33.3 

41.7 

0.0 

0.0 

8.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

58.8 

35.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

６時

７時

８時

９時

10時

11時

12時

13時

14時

15時以降

不明・無回答

（２）日曜日・祝日 【開始時間】

0.0 

0.0 

8.3 

0.0 

16.7 

0.0 

25.0 

41.7 

8.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.9 

23.5 

52.9 

11.8 

5.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

（２）日曜日・祝日 【終了時間】

就学前児童

（N=12）

小学生児童

（N=17）

 

希望する利用時間帯〈数量回答〉 
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24.9 

13.2 

27.4 

27.9 

30.8 

56.3 

16.9 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=201）

小学生児童

（N=416）

【夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間】

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用希望はない 不明・無回答

0.0 

7.6 

52.4 

32.4 

1.9 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

1.0 

3.8 

0.0 

7.0 

52.0 

37.4 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

６時

７時

８時

９時

10時

11時

12時

13時

14時

15時以降

不明・無回答

【夏休み・冬休みなどの長期の

休暇期間 開始時間】

就学前児童（N=105）

小学生児童（N=171）

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

10.5 

13.3 

28.6 

30.5 

12.4 

0.0 

3.8 

0.0 

0.6 

0.0 

1.2 

4.1 

13.5 

24.0 

44.4 

9.9 

0.6 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

不明・無回答

【夏休み・冬休みなどの長期の

休暇期間 終了時間】

就学前児童（N=105）

小学生児童（N=171）

（４）夏休み・冬休み等の長期の休暇期間の放課後児童クラブの利用希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 33・小学生児童調査…問 10〕 

夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望についてみると、就学前児童、

小学生児童ともに、「利用希望はない」が最も高く、次いで「高学年（４～６年生）になっても利用

したい」となっています。一方、『利用したい』（「低学年（１～３年生）の間は利用したい」と「高

学年（４～６年生）になっても利用したい」の合計）意向がある方は就学前児童で 52.3％、小学生

児童で 41.1％となっています。 

利用開始時間では、就学前児童、小学生児童ともに、「８時～」が最も高くなっています。また、

終了時間では、就学前児童、小学生児童ともに、「1８時（まで）」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する利用時間帯〈数量回答〉 
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9.3 

7.2 

42.9 

40.1 

29.7 

32.9 

6.7 

6.0 

9.0 

11.8 

1.0 

0.5 

1.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

非常に不安や負担を感じる なんとなく不安や負担を感じる
あまり不安や負担などは感じない 全く感じない
どれともいえない その他
不明・無回答

10 子育て観やサービスの満足度などについて 

 

（１）子育てに関して不安や負担に感じること〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 34・小学生児童調査…問 25〕 

子育てに関して不安や負担についてみると、就学前児童、小学生児童ともに「なんとなく不安や負

担を感じる」がそれぞれ 42.9％、40.1％と最も高く、次いで「あまり不安や負担などは感じない」

がそれぞれ 29.7％、32.9％となっています。子育てに関して『不安を感じる』（「非常に不安や負担

を感じる」と「なんとなく不安や負担を感じる」）方は就学前児童で 52.2％、小学生児童で 47.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆前回調査との比較◆ 

前回調査と比較してみると、『不安を感じる』割合が就学前児童で 3.2 ポイント、小学生児童で 11.5

ポイント減少し、『不安を感じない』（「あまり不安や負担などは感じない」と「全く感じない」）割合

は就学前児童で 3.3 ポイント、小学生児童で 8.9 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」は今回調査のみ 

9.3 

9.7 

7.2 

13.6 

42.9 

45.7 

40.1 

45.2 

29.7 

28.1 

32.9 

25.4 

6.7 

5.0 

6.0 

4.6 

9.0 

11.0 

11.8 

10.6 

1.0 

0.5 

1.4 

0.5 

1.4 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

前回調査

（N=734）

小学生児童

（N=416）

前回調査

（N=700）

非常に不安や負担を感じる なんとなく不安や負担を感じる
あまり不安や負担などは感じない 全く感じない
どれともいえない その他 ※
不明・無回答
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（２）子育て関する悩みや心配ごと〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 35・小学生児童調査…問 26〕 

子育てに関する悩みや心配ごとについてみると、就学前児童で「遊びやしつけについて」が 55.2％、

小学生児童で「子どもの性格や生活習慣について」が 51.0％と最も高く、次いで、就学前児童で「子

どもの性格や生活習慣について」が 48.6％、小学生児童で「学力や進学・受験について」が 45.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

子
育
て
全
般
・方
法
な
ど 

周
囲
の
理
解
や
協
力
な
ど 
時
間
的
な
問
題 

子
ど
も
の
健
康
な
ど 

子
ど
も
の
教
育
・
友
達
づ
き
あ
い 

経
済
面
・安
全
面 

そ
の
他 

55.2 

48.6 

36.7 

7.4 

9.9 

5.4 

19.1 

9.3 

6.9 

6.1 

4.3 

26.4 

26.8 

32.3 

14.7 

44.5 

51.0 

34.4 

4.8 

3.6 

3.8 

19.0 

8.7 

7.7 

6.3 

7.9 

30.8 

19.7 

20.7 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80%

遊びやしつけについて

子どもの性格や生活習慣に

ついて

子どもを叱りすぎているような

気がすること

ストレスなどで子どもに

手をあげてしまうこと

子育てサービスの内容や

利用方法がよくわからないこと

話し相手や相談相手が

いないこと

保護者同士の付き合いに

ついて

配偶者（パートナー）の子育て

への協力が少ないこと

配偶者（パートナー）と子育て

に関して意見が合わないこと

祖父母など周囲と子育てに関

して意見が合わないこと

先生や保育士に関すること

子どもとの時間が十分に

とれていないこと

仕事や社会活動との両立

について

自分に自由な時間がもてない

ことについて

夫婦で過ごす時間が

とれていないこと

22.6 

13.3 

4.6 

32.8 

33.4 

17.9 

4.9 

29.4 

23.7 

31.7 

3.9 

5.5 

2.6 

12.7 

8.2 

6.3 

18.0 

42.8 

45.7 

1.2 

26.2 

15.1 

33.9 

3.4 

6.3 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

病気や発育について

知能や言語の発達に

ついて

障害について

食事や栄養について

友達づきあい（いじめなど

を含む）について

学力や進学・受験に

ついて

登園拒否、不登校などに

ついて

生活費について

就労について

犯罪や事件などの被害に

あわないか心配なこと

その他

悩みや心配ごとは

特にない

不明・無回答

就学前児童（N=897）

小学生児童（N=416）
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39.7 

48.9 

3.3 

19.0 

3.6 

11.5 

42.7 

6.6 

13.8 

32.5 

40.1 

3.8 

10.8 

3.1 

1.9 

38.0 

4.8 

19.5 

0% 20% 40% 60% 80%

急な残業が入ってしまう

自分が病気・けがをした時や子どもが急に病気に

なったとき、代わりに面倒を見る人がいない

家族の理解が得られない

職場の理解が得られない

子どもの他に面倒をみなければならない人がいる

子どもの面倒をみてくれる保育所などが見つからない

子どもと接する時間が少ない

その他

不明・無回答

就学前児童（N=897） 小学生児童（N=416）

（３）仕事と子育てを両立させる上で大変だと思われること〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 36・小学生児童調査…問 27〕 

仕事と子育ての両立についてみると、就学前児童、小学生児童ともに「自分が病気・けがをした時

や子どもが急に病気になったとき、代わりに面倒を見る人がいない」がそれぞれ 48.9％、40.1％と

最も高く、次いで「子どもと接する時間が少ない」がそれぞれ 42.7％、38.0％となっています。 
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◆前回調査との比較◆ 

前回調査と比較してみると、「自分が病気・けがをした時や子どもが急に病気になったとき、代わ

りに面倒を見る人がいない」割合が就学前児童で 9.5 ポイント、小学生児童で 13.2 ポイント、「職

場の理解が得られない」割合が就学前児童で 6.1 ポイント、小学生児童で 7.8 ポイント、それぞれ

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.7 

48.9 

3.3 

19.0 

3.6 

11.5 

42.7 

6.6 

13.8 

36.1 

58.4 

5.3 

25.1 

2.7 

8.7 

44.6 

4.4 

9.4 

0% 20% 40% 60% 80%

急な残業が入ってしまう

自分が病気・けがをした時や子どもが急に病気に

なったとき、代わりに面倒を見る人がいない

家族の理解が得られない

職場の理解が得られない

子どもの他に面倒をみなければならない人がいる

子どもの面倒をみてくれる保育所などが見つからない

子どもと接する時間が少ない

その他

不明・無回答

就学前児童（N=897）

前回調査（N=734）

32.5 

40.1 

3.8 

10.8 

3.1 

1.9 

38.0 

4.8 

19.5 

30.0 

53.3 

4.9 

18.6 

5.7 

4.3 

39.6 

7.7 

9.4 

0% 20% 40% 60% 80%

小学生児童（N=416）

前回調査（N=700）
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29.1 

20.0 

49.6 

51.0 

14.0 

15.1 

1.2 

3.4 

3.2 

6.5 

0.8 

1.7 

2.0 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

積極的に参加している できるだけ参加している あまり参加していない

全く参加していない 母子家庭である その他

不明・無回答

（４）お父さんの子育て参加の有無〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 37・小学生児童調査…問 28〕 

お父さんの子育て参加の有無についてみると、就学前児童、小学生児童ともに「できるだけ参加し

ている」が 49.6％、51.0％と最も高く、次いで「積極的に参加している」が 29.1％、20.0％とな

っています。また、『参加している』（「積極的に参加している」と「できるだけ参加している」の合

計）方は就学前児童で 78.7％、小学生児童で 71.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆前回調査との比較◆ 

前回調査と比較してみると、『参加している』割合が就学前児童、小学生児童ともに 2.2 ポイント

増加しています。一方、『参加していない』（「あまり参加していない」と「全く参加していない」）割

合が就学前児童で 3.3 ポイント、小学生児童で 5.7 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 前回調査は「該当者がいない」、※2「その他」は今回調査のみ 

 

29.1 

28.9 

20.0 

23.4 

49.6 

47.6 

51.0 

45.4 

14.0 

16.2 

15.1 

21.9 

1.2 

2.3 

3.4 

2.3 

3.2 

3.1 

6.5 

2.9 

0.8 

1.7 

2.0 

1.6 

2.4 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

前回調査

（N=734）

小学生児童

（N=416）

前回調査

（N=700）

積極的に参加している できるだけ参加している あまり参加していない

全く参加していない 母子家庭である ※1 その他 ※2

不明・無回答
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91.8 

50.6 

38.2 

24.6 

32.5 

77.0 

49.2 

3.5 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもと遊ぶ

子どものしつけ

病気のとき、病院等につ

れていく

保育所、幼稚園の送迎

子どもの食事の調理や

世話

子どもの入浴や着替え

子どものオムツやトイレ

の世話

その他

不明・無回答

就学前児童（N=832）

83.5 

56.4 

38.3 

7.8 

25.1 

48.6 

46.1 

5.0 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもと遊ぶ

子どものしつけ

病気のとき、病院等につ

れていく

放課後児童クラブの送迎

子どもの食事の調理や

世話

子どもの入浴や着替え

子どもの教育（学習）など

その他

不明・無回答

小学生児童（N=358）

（４）で「積極的に参加している」「できるだけ参加している」「あまり参加していない」のいずれかを選ばれた方 

（５）お父さんはどのような子育てに参加されていますか〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 38・小学生児童調査…問 29〕 

お父さんはどのような子育てに参加されていますかについてみると、就学前児童、小学生児童とも

に「子どもと遊ぶ」が 91.8％、83.5％と最も高く、次いで、就学前児童で「子どもの入浴や着替え」

が 77.0％、「子どものしつけ」が 50.6％、小学生児童で「子どものしつけ」が 56.4％、「子どもの

入浴や着替え」が 48.6％となっています。 
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◆前回調査との比較◆ 

前回調査と比較してみると、就学前児童ではすべての項目で割合が増加しています。小学生児童で

は、「その他」を除くすべての項目で割合が増加しており、特に「子どもと遊ぶ」で 12.7 ポイント、

「子どものしつけ」で 9.3 ポイント、「病気のとき、病院等につれていく」で 11.9 ポイント、「子ど

もの教育（学習）など」で 11.8 ポイント増加しています。 

 

＊前回調査での調査対象は回答者全員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 前回調査は「子どもの食事」、※2「該当者がいない」は前回調査のみ 

91.8 

50.6 

38.2 

24.6 

32.5 

77.0 

49.2 

3.5 

0.5 

85.3 

45.2 

33.5 

21.1 

30.7 

74.9 

45.5 

2.6 

2.6 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもと遊ぶ

子どものしつけ

病気のとき、病院等に

つれていく

保育所、幼稚園の送迎

※1 子どもの食事の

調理や世話

子どもの入浴や着替え

子どものオムツや

トイレの世話

その他

※2 該当者がいない

不明・無回答

就学前児童（N=832）

前回調査（N=734）

83.5 

56.4 

38.3 

7.8 

25.1 

48.6 

46.1 

5.0 

1.7 

70.8 

47.1 

26.4 

6.0 

19.1 

45.3 

34.3 

7.4 

2.9 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもと遊ぶ

子どものしつけ

病気のとき、病院等に

つれていく

放課後児童クラブの

送迎

※1 子どもの食事の

調理や世話

子どもの入浴や着替え

子どもの教育（学習）

など

その他

※2 該当者がいない

不明・無回答

小学生児童（N=358）

前回調査（N=700）
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68.7 

66.4 

68.2 

68.5 

68.9 

27.6 

12.8 

25.6 

63.9 

62.5 

63.7 

64.7 

64.2 

24.8 

9.6 

32.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月

火

水

木

金

土

日

不明・無回答

【父 親】平日

就学前児童（N=897）

小学生児童（N=416）

48.8 

47.8 

46.8 

47.8 

48.5 

14.0 

10.4 

48.2 

62.0 

61.1 

60.6 

60.8 

63.0 

17.8 

10.8 

32.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月

火

水

木

金

土

日

不明・無回答

【母 親】平日

就学前児童（N=897）

小学生児童（N=416）

（６）子どもと過ごす時間〈数量回答〉〔就学前児童調査…問 39・小学生児童調査…問 30〕 

子どもと過ごす「平日（仕事のある日）」についてみると、『平日』（「月曜日」から「金曜日」の割

合の平均）において、【父親】では就学前児童で 68.1％、小学生児童で 63.8％、【母親】では就学

前児童で 47.9％、小学生児童で 61.5％となっています。『休日』（「土曜日」「日曜日」の割合の平

均）において、【父親】では就学前児童で 20.2％、小学生児童で 17.2％、【母親】では就学前児童

で 12.2％、小学生児童で 28.6％となっています。 

（※「平日」を「月曜日から金曜日」、「休日」を「土曜日」と「日曜日」としています） 

 

① 平日（仕事のある日）【曜日】〈数量回答〉     
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6.6 

67.7 

5.2 

1.3 

1.4 

0.1 

0.3 

17.3 

8.4 

60.8 

3.8 

1.0 

0.2 

0.0 

0.2 

25.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満

１～４時間

５～８時間

９～12時間

13～16時間

17～20時間

21～24時間

不明・無回答

【父 親】平日

就学前児童（N=897）

小学生児童（N=416）

0.2 

18.8 

23.3 

4.5 

3.8 

1.9 

8.9 

38.6 

0.2 

30.5 

40.6 

1.9 

1.4 

1.0 

1.7 

22.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満

１～４時間

５～８時間

９～12時間

13～16時間

17～20時間

21～24時間

不明・無回答

【母 親】平日

就学前児童（N=897）

小学生児童（N=416）

時間では、【父親】で就学前児童、小学生児童ともに「１～４時間」、【母親】で就学前児童、小学

生児童ともに「5～8 時間」が最も高くなっています。 

（※「平日」を「月曜日から金曜日」、「休日」を「土曜日」と「日曜日」としています） 

 

② 平日（仕事のある日）【時間】〈数量回答〉  
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4.0 

6.8 

5.7 

4.2 

3.1 

53.7 

72.7 

17.8 

3.8 

5.0 

4.8 

4.1 

3.6 

51.9 

68.8 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月

火

水

木

金

土

日

不明・無回答

【父 親】休日

就学前児童（N=897）

小学生児童（N=416）

34.7 

35.7 

36.2 

35.8 

34.6 

69.6 

73.7 

23.1 

20.9 

22.1 

21.6 

22.4 

20.2 

67.5 

73.1 

21.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月

火

水

木

金

土

日

不明・無回答

【母 親】休日

就学前児童（N=897）

小学生児童（N=416）

子どもと過ごす「休日（仕事の無い日）」についてみると、『休日』（「土曜日」「日曜日」の割合の

平均）において、【父親】では就学前児童で 63.2％、小学生児童で 60.3％、【母親】では就学前児

童で 71.6％、小学生児童で 70.3％となっています。『平日』（「月曜日」から「金曜日」の割合の平

均）において、【父親】では就学前児童で 4.7％、小学生児童で 4.2％、【母親】では就学前児童で

35.4％、小学生児童で 21.4％となっています。 

（※「平日」を「月曜日から金曜日」、「休日」を「土曜日」と「日曜日」としています） 

 

③ 休日（仕事の無い日）【曜日】〈数量回答〉     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



81 

0.1 

13.7 

17.2 

26.5 

12.2 

0.8 

16.7 

12.8 

0.7 

17.5 

22.4 

20.0 

10.8 

0.0 

9.1 

19.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満

１～４時間

５～８時間

９～12時間

13～16時間

17～20時間

21～24時間

不明・無回答

【父 親】休日

就学前児童（N=897）

小学生児童（N=416）

0.0 

2.3 

8.1 

17.2 

22.7 

1.8 

35.2 

12.6 

0.0 

8.9 

17.8 

21.2 

20.7 

1.2 

17.8 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満

１～４時間

５～８時間

９～12時間

13～16時間

17～20時間

21～24時間

不明・無回答

【母 親】休日

就学前児童（N=897）

小学生児童（N=416）

時間では、【父親】で就学前児童が「９～12 時間」、小学生児童が「５～８時間」、【母親】で就学

前児童が「21～24 時間」、小学生児童が「９～12 時間」が最も高くなっています。 

（※「平日」を「月曜日から金曜日」、「休日」を「土曜日」と「日曜日」としています） 

 

④ 休日（仕事の無い日）【時間】〈数量回答〉  
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35.2 

51.3 

18.5 

70.7 

29.0 

50.9 

53.7 

12.3 

0.6 

7.4 

4.0 

1.8 

0.4 

39.6 

27.8 

46.0 

8.9 

39.4 

1.6 

1.9 

1.7 

33.9 

37.0 

13.2 

70.0 

34.4 

48.6 

68.3 

3.6 

1.0 

1.9 

2.4 

0.2 

0.5 

41.1 

11.8 

28.4 

7.0 

34.4 

1.9 

0.7 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

父母（子どもの祖父母）

親戚

友人、知人

近所の人

子育て中の仲間

学校・保育所・幼稚園

子育て支援センター

家庭児童相談室（子ども青少年課）

福祉保健センター（健康推進課）

福祉保健センター（子育て支援課）

子ども療育センター

教育委員会

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌、育児書

インターネット

コミュニティ誌

市の広報やパンフレット

情報の入手先がない（わからない）

その他

不明・無回答

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

（７）子育てに関する情報の入手方法〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 40・小学生児童調査…問 31〕 

子育てに関する情報の入手方法についてみると、就学前児童、小学生児童ともに「友人、知人」が

それぞれ 70.7％、70.0％と最も高く、次いで、「学校・保育所・幼稚園」がそれぞれ 53.7％、68.3％

となっています。 
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36.2 

45.8 

9.9 

5.9 

14.2 

14.4 

5.0 

3.8 

13.9 

14.8 

7.9 

1.4 

12.8 

2.2 

23.5 

4.7 

4.6 

52.4 

44.7 

12.0 

4.8 

29.6 

6.5 

6.0 

3.6 

7.5 

7.9 

6.5 

1.4 

11.8 

1.2 

17.1 

2.6 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80%

近所に子どもと同世代の遊び仲間がいる

自然環境にめぐまれている

風紀がよい

子育てに関する情報が豊富である

子ども会などの地域活動が盛んである

子どもの施設の整備状況がよい

学校などの教育施設の整備状況がよい

文化施設の整備状況がよい

医療機関・施設の整備状況がよい

遊び場が整っている

交通の便がよい

公共施設や道路が子育てに配慮されている

子連れで利用しやすい店舗が多い

母親が子育てしながら働ける職場が多い

特に何も思わない

その他

不明・無回答

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

（８）彦根市の子育て環境〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 41・小学生児童調査…問 32〕 

彦根市の子育て環境についてみると、就学前児童では「自然環境にめぐまれている」が 45.8％と

最も高く、次いで「近所に子どもと同世代の遊び仲間がいる」が 36.2％となっています。小学生児

童では「近所に子どもと同世代の遊び仲間がいる」が 52.4％と最も高く、次いで「自然環境にめぐ

まれている」が 44.7％となっています。 
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2.0 

2.4 

17.2 

15.9 

48.3 

50.2 

22.4 

23.1 

7.5 

4.8 

2.7 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

満足が高い やや満足度が高い 普通

やや満足度が低い 満足度が低い 不明・無回答

（９）お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 42・小学生児童調査…問 33〕 

お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度についてみると、就学前児童、小学生児童

ともに「普通」がそれぞれ 48.3％、50.2％と最も高く、次いで「やや満足度が低い」がそれぞれ

22.4％、23.1％となっています。『満足』（「満足が高い」と「やや満足度が高い」の合計）は就学

前児童で 19.2％、小学生児童で 18.3％となっています。一方、『不満足』（「やや満足度が低い」と

「満足度が低い」の合計）は就学前児童で 29.9％、小学生児童で 27.9％となっています。 
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（10）彦根市のこれからの子育て支援施策で期待すること〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 43・小学生児童調査…問 34〕 

彦根市のこれからの子育て支援施策で期待することについてみると、就学前児童では「保育所や幼

稚園の費用負担の軽減」が 69.7％と最も高く、次いで「児童手当などの経済的な支援」が 62.5％、

「子育てしやすい労働条件の整備等、ワークライフバランスの実現」が 62.2％となっています。 

小学生児童では「児童手当などの経済的な支援」が 59.6％と最も高く、次いで「医療機関・施設

の充実」が 54.6％、「他人や自分を大切にし、人とのかかわりを学ぶ教育の推進」が 53.6％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
育
・保
育 

健
康
・発
達
支
援 

相
談
・情
報
提
供 

地
域
・企
業
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援 

安
全
・経
済
支
援 

そ
の
他 

44.0 

61.1 

60.4 

30.1 

56.0 

39.7 

34.6 

23.4 

33.9 

56.5 

25.0 

38.8 

36.5 

24.7 

12.7 

21.7 

15.6 

31.3 

27.9 

29.3 

20.4 

53.6 

50.0 

30.0 

15.6 

19.7 

54.6 

16.3 

30.5 

24.0 

11.8 

7.7 

18.0 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80%

一時保育など、多様な保育サービスの充実

保育所や幼稚園での教育・保育内容の

充実

保育所・幼稚園の施設の充実

個性を尊重したゆとりある教育の推進

他人や自分を大切にし、人とのかかわりを

学ぶ教育の推進

学力の向上のための教育内容の充実

教育施設の充実

障害児の教育・保育の充実

妊産婦や乳幼児の健康診査、保健指導

などの充実

医療機関・施設の充実

発達に関する支援・相談の充実

気軽に相談できる窓口の充実

子育てに関する情報提供の充実

子育てについての教室や講座の

充実

虐待防止のための相談窓口の充実

いじめに関する相談窓口の充実

不登校に関する相談窓口の充実

39.2 

62.2 

22.1 

10.9 

18.4 

13.3 

13.5 

46.5 

43.0 

69.7 

62.5 

48.4 

26.1 

19.4 

40.5 

37.7 

7.5 

1.3 

0.8 

32.2 

45.4 

10.3 

4.8 

10.6 

11.1 

15.9 

43.5 

37.0 

35.6 

59.6 

26.4 

16.1 

10.3 

31.5 

34.6 

7.2 

2.4 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

女性も男性も家事、育児に参画する

という考え方の普及

子育てしやすい労働条件の整備等、

ワークライフバランスの実現

親同士の交流の場や仲間づくりの

機会の充実

子育てサークルやＮＰＯ団体の育成

支援

子育てを助け合うコミュニティづくり

子ども会など地域の健全育成活動の

充実

若者の居場所づくり

交通安全・防犯教育の充実

地域のパトロールや見守り活動など

の充実

保育所や幼稚園の費用負担の軽減

児童手当などの経済的な支援

出産費用や乳幼児医療費用負担の

軽減

不妊症治療費用負担の軽減

不育症治療費用負担の軽減

就労への支援

安定した雇用への支援

その他

特にない

不明・無回答

就学前児童（N=897）

小学生児童（N=416）
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0.8 

1.4 

1.6 

1.2 

90.6 

86.8 

7.0 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

【父 親】

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 不明・無回答

52.7 

56.5 

30.2 

25.0 

14.7 

15.6 

2.3 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

【母 親】

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 不明・無回答

11 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

 

（１）子どもが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか

〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 44・小学生児童調査…問 35〕 

育児休業の取得の有無についてみると、【父親】では、就学前児童、小学生児童ともに「取得して

いない」がそれぞれ 90.6％、86.8％となっています。【母親】では、就学前児童、小学生児童とも

に「働いていなかった」がそれぞれ 52.7％、56.5％と最も高くなっています。また、【母親】では、

就学前児童で「取得した（取得中である）」は 30.2%となっています。 
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33.9 

36.5 

0.5 

6.4 

6.5 

27.4 

1.0 

20.3 

38.7 

0.6 

10.3 

0.0 

1.6 

0.1 

5.0 

6.3 

25.5 

29.6 

0.6 

2.8 

3.9 

17.5 

1.9 

16.9 

44.0 

0.8 

10.8 

0.3 

3.0 

0.0 

3.6 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80%

職場に育児休業を取りにくい

雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰

したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に

苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を

利用した

配偶者が無職、祖父母等の

親族にみてもらえるなど、制度を

利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため

退職した

職場に育児休業の制度がなかっ

た（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを

知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、

産後８週間）を取得できることを

知らず、退職した

その他

不明・無回答

就学前児童（N=813）

小学生児童（N=361）

【父親】 理由

16.7 

12.1 

2.3 

6.1 

0.0 

3.8 

3.8 

0.0 

6.1 

34.8 

18.2 

7.6 

0.0 

2.3 

15.2 

10.6 

12.3 

6.2 

1.5 

6.2 

0.0 

7.7 

1.5 

0.0 

3.1 

36.9 

18.5 

1.5 

1.5 

3.1 

16.9 

16.9 

0% 20% 40% 60% 80%

職場に育児休業を取りにくい

雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰

したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に

苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を

利用した

配偶者が無職、祖父母等の

親族にみてもらえるなど、制度を

利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため

退職した

職場に育児休業の制度がなかっ

た（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを

知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、

産後８週間）を取得できることを

知らず、退職した

その他

不明・無回答

就学前児童（N=132）

小学生児童（N=65）

【母親】 理由

◎取得していない理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 44・小学生児童調査…問 35〕 

取得していない理由についてみると、【父親】では、就学前児童、小学生児童ともに「配偶者が無

職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」、【母親】では、就学前児

童、小学生児童ともに「子育てや家事に専念するため退職した」の割合が最も高くなっています。 
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27.6 

24.5 

29.3 

24.0 

1.3 

3.1 

33.1 

37.0 

8.6 

11.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった

不明・無回答

68.6 

84.6 

19.9 8.5 

12.5 

3.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=271）

小学生児童

（N=104）

【母 親】

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 不明・無回答

64.3 

100.0 

7.1 
0.0 

0.0 

28.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=14）

小学生児童

（N=5）

【父 親】

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 不明・無回答

（１）－１ 特定の要件を満たすと健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕

組みの認知度〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 44-１・小学生児童調査…問 35-１〕 

育児休業給付の認知度についてみると、就学前児童、小学生児童ともに「育児休業給付、保険料免

除のいずれも知っていた」「育児休業給付のみ知っていた」をあわせた割合は 56.9％、48.5％とな

っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）で「取得した（取得中である）」を選ばれた方 

（１）－２ 育児休業取得後、職場復帰の有無〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 44-２・小学生児

童調査…問 35-２〕 

育児休業取得後、職場復帰の有無についてみると、【父親】、【母親】、就学前児童、小学生児童とも

に「育児休業取得後、職場に復帰した」が最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊「現在も育児休業中である」の項目は就学前児童のみ。 
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0.0 

40.0 

100.0 

20.0 

0.0 

40.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=9）

小学生児童

（N=5）

【父 親】

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 不明・無回答

44.6 

38.6 

52.2 

53.4 

3.2 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=186）

小学生児童

（N=88）

【母 親】

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 不明・無回答

（１）―２で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方 

（１）－３ 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイ

ミングでしたか〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 44-３・小学生児童調査…問 35-３〕 

育児休業から職場に復帰したタイミングについてみると、【父親】では、就学前児童では「それ以

外だった」が 100.0%、小学生児童では「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 40.0%、

「それ以外だった」が 20.0%となっています。 

【母親】では、就学前児童では「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 44.6%、「それ

以外だった」が 52.2%となっており、小学生児童では「年度初めの入所に合わせたタイミングだっ

た」が 38.6%、「それ以外だった」が 53.4%となっています。 
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33.3 

0.0 

22.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

44.4 

20.0 

0.0 

20.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

40.0 

0% 20% 40% 60% 80%

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳～２歳６ヶ月未満

２歳６ヶ月～３歳未満

３歳～３歳６ヶ月未満

３歳６ヶ月以上

不明・無回答

【父 親】実際

就学前児童（N=9）

小学生児童（N=5）

4.3 

19.4 

50.5 

16.7 

4.3 

2.2 

0.5 

0.0 

2.2 

5.7 

20.5 

35.2 

17.0 

5.7 

3.4 

2.3 

0.0 

10.2 

0% 20% 40% 60% 80%

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳～２歳６ヶ月未満

２歳６ヶ月～３歳未満

３歳～３歳６ヶ月未満

３歳６ヶ月以上

不明・無回答

【母 親】実際

就学前児童（N=186）

小学生児童（N=88）

（１）―２で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方 

（１）－４ 実際の取得期間及び希望の取得期間〈数量回答〉〔就学前児童調査…問 44-４・小学生

児童調査…問 35-４〕 

実際の取得期間についてみると、【父親】では、就学前児童で「６か月未満」、小学生児童で「６ヶ

月未満」、「１歳～１歳６ヶ月未満」、「１歳６ヶ月～２歳未満」、【母親】では、就学前児童、小学生児

童ともに「１歳～１歳６ヶ月未満」が最も高くなっています。 

 
◎実際 
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11.1 

11.1 

11.1 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

55.6 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

80.0 

0% 20% 40% 60% 80%

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳～２歳６ヶ月未満

２歳６ヶ月～３歳未満

３歳～３歳６ヶ月未満

３歳６ヶ月以上

不明・無回答

【父 親】希望

就学前児童（N=9）

小学生児童（N=5）

0.0 

4.3 

35.5 

16.7 

10.2 

0.0 

15.6 

0.5 

17.2 

1.1 

5.7 

28.4 

17.0 

9.1 

3.4 

19.3 

1.1 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80%

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳～２歳６ヶ月未満

２歳６ヶ月～３歳未満

３歳～３歳６ヶ月未満

３歳６ヶ月以上

不明・無回答

【母 親】希望

就学前児童（N=186）

小学生児童（N=88）

 

希望の取得期間についてみると、【父親】では、就学前児童で「６ヶ月未満」、「６ヶ月～１歳未満」、

「１歳～１歳６ヶ月未満」、「１歳６ヶ月～２歳未満」、小学生児童で「１歳６ヶ月～２歳未満」、【母

親】では、就学前児童、小学生児童ともに「１歳～１歳６ヶ月未満」が最も高くなっています。 

 

◎希望 
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11.1 

11.1 

11.1 

11.1 

0.0 

0.0 

22.2 

0.0 

33.3 

20.0 

0.0 

0.0 

20.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

40.0 

0% 20% 40% 60% 80%

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳～２歳６ヶ月未満

２歳６ヶ月～３歳未満

３歳～３歳６ヶ月未満

３歳６ヶ月以上

不明・無回答

【父 親】

就学前児童（N=9）

小学生児童（N=5）

0.0 

1.1 

19.4 

12.9 

23.1 

0.5 

37.1 

0.0 

5.9 

0.0 

1.1 

12.5 

6.8 

15.9 

0.0 

47.7 

1.1 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80%

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳～２歳６ヶ月未満

２歳６ヶ月～３歳未満

３歳～３歳６ヶ月未満

３歳６ヶ月以上

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=186）

小学生児童（N=88）

（１）―２で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選ばれた方 

（１）－５ ３歳まで休暇を取得できる制度があれば希望として取りたかった月齢〈数

量回答〉〔就学前児童調査…問 44-５・小学生児童調査…問 35-５〕 

希望として取りたかった月齢についてみると、【父親】では、就学前児童で「３歳～３歳６ヶ月未

満」、小学生児童で「６ヶ月未満」、「１歳６ヶ月～２歳未満」、「２歳～２歳６ヶ月未満」が最も高く

なっています。【母親】では、就学前児童、小学生児童ともに「３歳～３歳６ヶ月未満」が最も高く

なっています。 
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0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する保育所に入る

ため

配偶者や家族の希望が

あったため

経済的な理由で早く復

帰する必要があった

人事異動や業務の節目

の時期に合わせるため

その他

不明・無回答

【父 親】希望より早く復帰

就学前児童（N=2）

小学生児童（N=1）

27.2 

4.3 

28.3 

30.4 

21.7 

13.0 

16.7 

4.8 

21.4 

40.5 

14.3 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する保育所に入る

ため

配偶者や家族の希望が

あったため

経済的な理由で早く復

帰する必要があった

人事異動や業務の節目

の時期に合わせるため

その他

不明・無回答

【母 親】希望より早く復帰

就学前児童（N=92）

小学生児童（N=42）

（１）―４で実際の復帰と異なる方 

（１）－６ 希望の時期に職場復帰しなかった理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 44-６・小

学生児童調査…問 35-６〕 

希望の時期に職場復帰しなかった理由で「希望」より早く復帰した方についてみると、【父親】で

は、就学前児童で「経済的な理由で早く復帰をする必要があった」（50.0％）と答えている方がいま

した。【母親】では、就学前児童、小学生児童ともに「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」

がそれぞれ 30.4％、40.5％と最も高くなっています。 

 
① 「希望」より早く復帰した方 
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100.0 

15.4 

0.0 

0.0 

0.0 

7.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する保育所に入れな

かったため

自分や子どもなどの体調

が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望が

あったため

職場の受け入れ態勢が

整っていなかったため

子どもをみてくれる人がい

なかったため

その他

不明・無回答

【母 親】希望より遅く復帰

就学前児童（N=13）

小学生児童（N=0）

 

希望の時期に職場復帰しなかった理由で「希望」より遅く復帰した方についてみると、【父親】で

は、就学前児童、小学生児童ともに回答者はありませんでした。一方【母親】では、就学前児童で「希

望する保育所に入るため」が 100.0％と最も高く、小学生児童では【父親】同様、回答者はありま

せんでした。 

 
② 「希望」より遅く復帰した方 

 

 

 

 

 

 

 

＊父親は、就学前児童、小学生児童ともに

回答者なし。 
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77.8 

40.0 

0.0 

0.0 

11.1 

20.0 

11.1 

40.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=9）

小学生児童

（N=5）

【父 親】

利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）

不明・無回答

21.0 

19.3 

38.2 

23.9 

34.9 

37.5 

5.9 

19.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=186）

小学生児童

（N=88）

【母 親】

利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）

不明・無回答

（１）―４で実際の復帰と異なる方 

（１）－７ 育児休業からの職場復帰時、短時間勤務制度の利用の有無〈単数回答〉〔就

学前児童調査…問 44-７・小学生児童調査…問 35-７〕 

育児休業からの職場復帰時、短時間勤務制度の利用の有無についてみると、【父親】では、就学前

児童、小学生児童ともに「利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤

務だった）」が、それぞれ 77.8％、40.0％となっています。一方、【母親】では、何らかの理由で『利

用したい』（「利用した」と「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」の合計）と

考えた方は就学前児童で 73.1％、小学生児童で 61.4％となっています。 
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0.0 

100.0 

100.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場に短時間勤務制度を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が

減額される

短時間勤務にすると保育所の

入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や短時間

勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の

親族にみてもらえるなど、制度を

利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため

退職した

職場に短時間勤務制度がなかっ

た（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できること

を知らなかった

その他

不明・無回答

【父 親】 理由

就学前児童（N=1）

小学生児童（N=1）

44.6 

33.8 

33.8 

7.7 

0.0 

3.1 

1.5 

13.8 

10.8 

10.8 

9.2 

48.5 

57.6 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

24.2 

6.1 

6.1 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場に短時間勤務制度を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が

減額される

短時間勤務にすると保育所の

入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や短時間

勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の

親族にみてもらえるなど、制度を

利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため

退職した

職場に短時間勤務制度がなかっ

た（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できること

を知らなかった

その他

不明・無回答

【母 親】 理由

就学前児童（N=65）

小学生児童（N=33）

（１）―７で「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」を選ばれた方 

（１）－８ 短時間勤務制度を利用しなかった理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 44-８・小

学生児童調査…問 35-８〕 

短時間勤務制度を利用しなかった理由についてみると、【父親】では、就学前児童で「仕事が忙し

かった」、「短時間勤務にすると給与が減額される」、「配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用

した」となっています。小学生児童では「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」とな

っています。【母親】では、就学前児童で「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が

44.6％と最も高く、次いで「仕事が忙しかった」、「短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順

位が下がる」がともに 33.8%となっています。小学生児童では「仕事が忙しかった」が 57.6%で最

も高く、次いで「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 48.5%、「職場に短時間勤

務制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」が 24.2%となっています。 
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0.0 

87.0 

0.0 

1.9 

100.0 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親（N=1）

母親（N=54）

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 不明・無回答

【就学前児童】

15.4 

13.9 

24.1 

25.7 

33.0 

37.0 

7.7 

9.1 

5.1 

5.3 

0.4 

1.9 

14.3 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

小学生児童

（N=416）

子育てしやすい やや子育てしやすい どちらともいえない

やや子育てしにくい 子育てしにくい その他

不明・無回答

（１）―２で「現在も育児休業中である」を選ばれた方 

（１）－９ 子どもが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になるま

で育児休業を取得しますか。または、利用できる事業があっても１歳にな

る前に復帰しますか〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 44-９〕 

子どもが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得します

か。または、利用できる事業があっても１歳になる前に復帰しますかについてみると、【父親】では、

回答者はありませんでした。【母親】では、「１歳になるまで育児休業を取得したい」が 87.0％とな

っています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）彦根市は子育てしやすいところだと思いますか〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 45・小学生児童調査…問 36〕 

彦根市は子育てしやすいところだと思いますかについてみると、就学前児童、小学生児童ともに「ど

ちらともいえない」がそれぞれ 33.0％、37.0％と最も高く、次いで「やや子育てしやすい」がそれ

ぞれ 24.1％、25.7％となっていますが、『子育てしやすい』（「子育てしやすい」と「やや子育てし

やすい」）と感じている方は就学前児童で 39.5％、小学生児童で 39.6％となっており、概ね４割の

方が子育てしやすいと感じていることが見受けられます。 
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◆前回調査との比較◆ 

前回調査と比較してみると、『子育てしやすい』割合が就学前児童で 2.3 ポイント、小学生児童で

8.5 ポイント増加しています。一方、『子育てしにくい』（「やや子育てしにくい」と「子育てしにく

い」）割合は就学前児童で 5.9 ポイント、小学生児童で 10.1 ポイント減少しています。また、「どち

らともいえない」割合は就学前児童で 10.0 ポイント、小学生児童で 6.3 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「その他」は今回調査のみ 

 

15.4 

10.4 

13.9 

9.4 

24.1 

26.8 

25.7 

21.7 

33.0 

43.0 

37.0 

43.3 

7.7 

11.3 

9.1 

15.6 

5.1 

7.4 

5.3 

8.9 

0.4 

1.9 

14.3 

1.1 

7.0 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=897）

前回調査

（N=734）

小学生児童

（N=416）

前回調査

（N=700）

子育てしやすい やや子育てしやすい どちらともいえない

やや子育てしにくい 子育てしにくい その他 ※

不明・無回答
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12 調査結果のまとめ 

 

（１）お子さんとご家族の状況について 
 

● 調査票の回答者については、「母親」が就学前児童で 92.0％、小学生児童で 89.7％となってい

ます。子育てを主に行っている方は、「父母ともに」が就学前児童で 52.0％、小学生児童で 51.4％

と最も高く、次いで、「母親」が就学前児童で 46.2％、小学生児童で 44.5％となっており、就学

前児童において母親に子育ての負担がかかっていることがうかがえます。 

 

（２）子どもの育ちをめぐる環境について 
 

● 日頃、子どもをみてもらえる状況については、「緊急時もしくは用事の際にはみてもらえる」割

合が、親族の場合では就学前児童で 50.7%、小学生児童 59.3%、友人・知人の場合でも就学前児

童で 44.7%、小学生児童で 47.8%となっており、比較的子どもをみてもらえる人の存在が多いこ

とがうかがえます。また、子育てをする上で相談できる相手（場所）のいる割合は、就学前児童、

小学生児童ともに高く、その相談相手として、「配偶者（夫または妻）」「父母（子どもの祖父母）」

「友人・知人」などの割合が上位を占めています。子どもの育ちをめぐる環境において、親族をは

じめ、友人・知人、教育・保育施設もふくめた環境を構築する必要があります。 

 

（３）保護者の就労状況について 
 

● 保護者の就労状況については、父親では就学前児童、小学生児童ともに「フルタイム」の割合が

最も高く、母親では就学前児童において「以前は就労していたが、現在は就労していない」、小学

生児童で「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」の割合が最

も高くなっています。パートタイム・アルバイト等で就労している母親のフルタイムへの転換希望

では、実現できる見込みに関係なく転換を希望する割合は、就学前児童で 36.3%、小学生児童で

28.6%となっています。一方、パートタイム・アルバイト等の就労を続けることを希望する割合

は、就学前児童で 49.1%、小学生児童で 58.9%となっており、フルタイムでの就労よりもパート・

アルバイトの希望が高く、子育てをしながら一定の時間内で就労を希望する母親が多いことがうか

がえます。 

 

（４）平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について（就学前児童） 
 

● 就学前児童で平日の定期的な教育・保育事業を「利用している」割合は 63.4%となっています。

平日に利用している教育・保育事業では、「認可保育所」が 57.3％、「幼稚園」が 30.6％となっ

ており、認可保育所の利用が高い状況となっています。利用している主な理由としは「子育て（教

育を含む）をしている方が現在就労している」が 59.9％、「子どもの教育や発達のため」が 57.1%

に回答が集中しています。一方、現在の利用の有無にかかわらず、今後利用したい事業では「認可

保育所」が 61.6%、「幼稚園」が 45.0%となっており、平日に利用している教育・保育事業と比較

すると、「認可保育所」（「現在」57.3％・「希望」61.6％で＋4.3 ポイントの差）、「幼稚園」（「現

在」：30.6％・「希望」45.0％で＋14.4 ポイントの差）となっており、平日の教育・保育事業と
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して、特に「幼稚園」について、現在の利用状況と今後の利用希望で乖離がみられます。その他、

「一時預かり」や「認定こども園」「幼稚園の預かり保育」「保育所の延長保育（19 時を超えての

延長保育）」の利用希望も高くなっており、教育・保育施設を利用する際に就労状況が大きく影響

していることがうかがえます。 

 

（５）地域の子育て支援事業の利用状況について 
 

● 就学前児童における地域子育て支援拠点事業の利用状況については、「利用していない」が

73.9%となっています。また、今後の利用意向についても、「新たに利用したり、利用日数を増や

したいとは思わない」が 59.8%となっています。子育て支援サービスの認知度、利用度、利用希

望についてみると、認知度【知っている】では、「はい」で『パパママ学級』が 81.3％、利用度【利

用したことがある】では、「はい」で『すくすく教室・のびのび教室』36.7％、利用希望【今後利

用したい】では、「はい」で『地域子ども文庫・地域親子文庫』が 56.0％で最も高くなっています。

一方で、小学生児童における学習支援・子育て支援サービスの認知度、利用度、利用希望について

みると、認知度【知っている】では、「はい」で『いじめ相談ホットライン』が 83.2、利用度【利

用したことがある】では、「はい」で『地域子ども文庫・地域親子文庫』が 31.3％、利用希望【今

後利用したい】では、「はい」で『地域子ども文庫・地域親子文庫』が 59.1％で最も高くなってい

ます。 

 

（６）土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について 

（就学前児童） 
 

● 土曜・休日や長期期間中の定期的な教育・保育事業の利用希望について、土曜日で『利用したい』

（ほぼ毎週利用したい 8.7％と「月に１～２回は利用したい」20.8％の合計）の割合は 29.5%、

日曜日・祝日で 16.0％に対し、夏休み・冬休みなど長期休暇期間中の場合では 50.8%となって

います。 

 

（７）病気の際の対応について 
 

● 平日定期的な教育・保育事業を利用している方で、お子さんの病気やケガで通常の利用ができな

くなったことが「あった」が就学前児童で 75.0%、小学生児童で 61.5％となっており、その対

処方法として「母親が仕事を休んだ」が高くなっている一方で、「病児・病後児の保育サービスを

利用した」方は就学前児童で 3.0%、小学生児童で 1.6％と低い結果となっています。保護者のど

ちらかが休んで対応した方のなかで、病児・病後児のための保育施設を「利用したいとは思わない」

方は就学前児童で 66.0%、小学生児童で 87.3％となっており、その理由としては「親が仕事を

休んで対応する」が就学前児童で 51.0%、小学生児童で 50.4％と最も高く、「病児・病後児を他

人に看てもらうのは不安」が 45.0%、小学生児童で 45.3％となっており、病気の際の対応とし

て親が対応すべきと考えている保護者が多いことがうかがえます。 

 

（８）不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について（就学前児童） 
 

● 「一時預かり」については「利用していない」が 90.7％で群を抜いて高くなっており、理由と
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しては「特に利用する必要がない」が 75.4%となっている一方で、「事業の利用方法（手続き等）

がわからない」（20.5％）や「利用料がわからない」（14.5％）「自分が事業の対象者になるのか

どうかわからない」（11.3％）方もおられ、今後も事業内容の周知等を行う必要があります。 

 

（９）放課後の過ごし方について 
 

● 小学生児童における希望する放課後の過ごし方についてみると、「自宅」が最も高く、就学前児

童で 57.7％、小学生児童で 65.6％と最も高くなっており、次いで「習い事（ピアノ教室、サッ

カークラブ、学習塾など）」（就学前児童で 38.8％、小学生児童で 51.2％）となっており、放課

後児童クラブ（学童保育）」（就学前児童で 36.8％、小学生児童で 29.8％）はその次にあがって

います。また、小学校高学年における希望する放課後の過ごし方についてでは、就学前児童では「自

宅」が 66.7％で最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が 50.7％、

「放課後児童クラブ（学童保育）」が 25.4％となっている一方で、小学生児童では、「自宅」が 74.5％

で最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が 64.2％、「祖父母

宅や友人・知人宅」が 34.1％となっており、「放課後児童クラブ（学童保育）」が 17.3％となっ

ています。全体的に放課後の過ごし方については、「自宅」や「習い事」を考えている保護者が多

く、特に高学年になるにつれて割合は高くなっており、地域で子育てを育む意識が高い環境である

ことがうかがえます。 

 

（10）子育て観やサービスの満足度などについて 
 

● 子育てに関して『不安を感じる』（「非常に不安や負担を感じる」と「なんとなく不安や負担を感

じる」）方は就学前児童で 52.2％、小学生児童で 47.3％となっています。前回調査と比較してみ

ると、『不安を感じる』割合が就学前児童で 3.2 ポイント、小学生児童で 11.5 ポイント減少して

います。また、仕事と子育てを両立させる上で大変だと思われることについて前回調査と比較して

みると、「自分が病気・けがをした時や子どもが急に病気になったとき、代わりに面倒を見る人が

いない」割合が就学前児童で 9.5 ポイント、小学生児童で 13.2 ポイント、「職場の理解が得られ

ない」割合が就学前児童で 6.1 ポイント、小学生児童で 7.8 ポイント、それぞれ減少しており、

前回調査と比べて、子育てしやすい環境づくりが進んでいることがうかがえます。さらに、お父さ

んの子育て参加の有無では、前回調査と比較してみると、『参加している』割合が就学前児童、小

学生児童ともに 2.2 ポイント増加し、『参加していない』（「あまり参加していない」と「全く参加

していない」）割合が就学前児童で 3.3 ポイント、小学生児童で 5.7 ポイント減少していることか

ら、父親の子育て参加の意識が高まっていることがうかがえます。 

 

（11）育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 
 

● 育児休業を取得の有無についてみると、【父親】では、就学前児童、小学生児童ともに「取得し

ていない」がそれぞれ 90.6％、86.8％となっています。【母親】では、就学前児童、小学生児童

ともに「働いていなかった」がそれぞれ 52.7％、56.5％と最も高くなっています。また、【母親】

では、育児休業を「取得した（取得中である）」は、就学前児童では 30.2%、小学生児童では 25.0％

となっており、それぞれ「取得していない」を上回っています。 
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若者の意識調査 
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Ⅰ．調査の概要 

１ 調査の目的 

若者を取り巻く環境が複雑化・多様化する中、若者の抱える困難が、「ひきこもり」や「ニート」「自

殺」といった生きづらさとなって表れ、深刻な社会問題となっています。 

若者は次代を担うかけがえのない存在です。一人ひとりが大切にされ支えられながら、たくましく

生きていけるよう、社会全体で見守り、育てていかなければなりません。 

本調査は、若者の“自立”について、ともに考え若者が抱える困難な課題や新たなニーズを把握し、

今後の子ども・若者施策に反映させていくため、実施しました。 

 

２ 調査概要 

●調 査 地 域：彦根市全域 

●調査対象者：彦根市在住の 19 歳～39 歳の市民 

彦根市の事業所に勤める 19 歳～39 歳の従業員、市内の大学に通学する学生 

●抽 出 方 法：住民基本台帳より無作為抽出、事業所・大学を通じて配布・回収 

●調 査 期 間：平成 26 年２月 12 日（水）～平成 26 年２月 28 日（金） 

●調 査 方 法：郵送配布・郵送回収による郵送調査法及び事業所を通じた配布・回収 
 

調 査 票 
調査対象者数 

（配布数） 
有効回収数 有効回収率 

全  体 700 275 39.2％ 

 市 民 500 137 27.4％ 

 事業所 200 138 69.0％ 
 

３ 報告書の見方 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で

四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっ

ても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、

表においても反映しています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有

効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合が

あります。 

●図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難

なものです。 

●図表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に

該当する人）を表しています。 

●本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 
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6.2 

4.4 

9.5 

5.8 

3.3 

6.2 

11.3 

6.9 

3.6 

8.4 

0% 10% 20% 30%

城東

城西

城南

平田

城北

佐和山

旭森

城陽

若葉

金城

（N=275）

2.2 

6.5 

1.1 

5.5 

4.4 

2.2 

4.0 

2.9 

4.4 

1.5 

0% 10% 20% 30%

鳥居本

河瀬

亀山

高宮

稲枝東

稲枝西

稲枝北

わからない

市外

不明・無回答

47.3 51.6 1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=275）

男性 女性 不明・無回答

2.9 19.3 16.4 24.7 35.3 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=275）

19歳 20歳～24歳 25歳～29歳 30歳～34歳 35歳～39歳 不明・無回答

Ⅱ．調査結果 （19 歳～30 歳の市民用調査） 
 

１ 回答者について 

 

問１ 性別はどちらですか。（単数回答） 

性別についてみると、「男性」が 47.3％、「女性」が 51.6％となっています。 

 

 

 

 

 
 

 

問２ お住まいの小学校区はどちらですか。（単数回答） 

居住している小学校区についてみると、以下の通りとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 年齢についてうかがいます。（単数回答） 

年齢についてみると、「35～39 歳」が 35.3％で最も高く、次いで「30～34 歳」が 24.7％とな

っています。 
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43.3 

5.5 

26.2 

0.0 

2.5 

7.6 

11.3 

1.5 

1.5 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

民間企業、団体、研究機関等の正社員（正職員）

公務員（正職員）

契約社員、派遣社員、パート・アルバイト、臨時職員

会社経営者

自営業・自由業

専業主婦・主夫

学生・生徒

無職

その他

不明・無回答

（N=275）

2.9 

23.3 

3.3 

14.9 

10.9 

38.9 

1.8 

2.2 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

中学校

高校（全日制）

高校（定時制・通信制・単位制）

短大・高専

専門学校（専修学校専門課程）

大学

大学院

その他

不明・無回答

（N=275）

問４ 学歴（最終または現在の状況）についてうかがいます。（単数回答） 

学歴についてみると、「大学」が 38.9％で最も高く、次いで「高校（全日制）」が 23.3%となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 職業についてうかがいます。（単数回答） 

職業についてみると、「民間企業、団体、研究機関等の正社員（正職員）」が 43.3％で最も高く、

次いで「契約社員、派遣社員、パート・アルバイト、臨時職員」が 26.2％となっています。 
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49.1 49.8 1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=275）

配偶者がいる 配偶者はいない 不明・無回答

9.8 

10.5 

21.1 

34.9 

14.9 

6.2 

1.5 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人

２人

３人

４人

５人

６人

７人以上

不明・無回答

（N=275）

40.8 

44.9 

25.0 

8.8 

0.0 

47.4 

41.9 

2.2 

8.5 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%

父

母

兄弟・姉妹

祖父母

おじ・おば

配偶者

ご自身のお子さん

その他

同居家族はいない

不明・無回答

（N=272）

問６ あなたは配偶者がおられますか。（単数回答） 

配偶者の有無についてみると、「配偶者がいる」が 49.1％、「配偶者はいない」が 49.8％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

問７ 同居している家族はあなたを含めて何人ですか。

（数量回答） 

同居している家族の人数についてみると、「４人」が 34.9％

で最も高く、次いで「３人」が 21.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問７-１ 同居している家族についてうかがいます。（複数回答） 

同居している家族についてみると、「配偶者」が 47.4％で最も高く、次いで「母」が 44.9％とな

っています。 

 

問 6 × 問 7-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.2 

75.2 

46.7 

16.8 

0.0 

0.0 

2.2 

1.5 

16.1 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

父

母

兄弟・姉妹

祖父母

おじ・おば

配偶者

ご自身のお子さん

その他

同居家族はいない

不明・無回答

ひとり親家庭

（N=137）

※今回の調査で、「ひ

とり親家庭」で「子

どもがいる方」（問

６で「配偶者はい

ない」を選び、か

つ問７-１で「ご自

身のお子さん」を

選ばれた方）を抽

出した結果、該当

は３件でした。 
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53.8 26.5 5.5 2.9 10.2 

0.4 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=275）

将来の夢（希望）がある 今はないが、いずれ見つけたいと思う
自分の将来には夢も希望もないと思う 人生に夢や希望を持っても意味がない
よくわからない その他
不明・無回答

24.7 33.1 36.4 4.4 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=275）

将来のために節約・努力するよりも、今の自分の人生を楽しみたい
将来の自分の夢を実現するためであれば今は苦労してもかまわない
どちらとも言えない
その他
不明・無回答

２ 現代社会の中での回答者の考え方について 

 

問８ 将来の夢や希望がありますか。（単数回答） 

将来の夢や希望があるかについてみると、「将来の夢（希望）がある」が 53.8％で最も高く、次い

で「今はないが、いずれ見つけたいと思う」が 26.5％、「よくわからない」が 10.2%となっていま

す。一方で、「人生に夢や希望を持っても意味がない」が 2.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 現在と将来の考えについてどのようにお考えですか。（単数回答） 

現在と将来の考えについてどう考えるかについてみると、「どちらとも言えない」が 36.4％で最も

高く、次いで「将来の自分の夢を実現するためであれば今は苦労してもかまわない」が 33.1％、「将

来のために節約・努力するよりも、今の自分の人生を楽しみたい」が 24.7%となっています。 
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72.0 

17.1 

33.1 

48.7 

45.8 

60.0 

40.0 

49.5 

52.4 

0.7 

2.2 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

個人の才能や努力

学歴

資産があること

運やチャンスをうまくつかむこと

いい上司や先輩を持つこと

相談できる人をもつこと

失敗しても立ち直れる仕組み

友人をもつこと

いろいろな人と交流すること

必要と思うものはない

その他

不明・無回答

（N=275）

問 10 社会で生きていくために必要だと思うことは何ですか。（複数回答） 

社会で生きていくために必要だと思うことについてみると、「個人の才能や努力」が 72.0％で最も

高く、次いで「相談できる人をもつこと」が 60.0％、「いろいろな人と交流すること」が 52.4%と

なっています。 
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58.9 

48.7 

32.0 

12.7 

28.0 

27.6 

46.2 

32.0 

21.1 

14.2 

29.8 

14.9 

25.5 

1.1 

5.5 

1.1 

0% 20% 40% 60%

非正規雇用の増加、サービス残業による

長時間労働等の労働環境の問題

労働者を酷使・選別し、使い捨てにする企業の存在

（いわゆる「ブラック企業」の存在）

所得格差から生じる教育機会の不均等

社会や家庭での男女共同参画の進み方が遅い

職場や地域、家庭での人権問題（虐待、ＤＶ、

セクハラ、パワハラ等）が多発している

少子高齢社会における福祉サービスの不充足

少子高齢社会における社会保障の負担増

情報化社会の負の影響（ネット犯罪・ネット依存等）

学歴によって人生が決まってしまう

個性的な人が社会で受け入れられにくい

失敗すると、再チャレンジが難しい

学齢期に学校以外の場所で体験する機会が少ない

若者が仕事について学ぶ機会が少ない

問題はない

その他

不明・無回答

（N=275）

問 11 あなたが考える日本の社会における問題点は何ですか。（複数回答） 

日本社会における問題点についてみると、「非正規雇用の増加、サービス残業による長時間労働等

の労働環境の問題」が 58.9％で最も高く、次いで「労働者を酷使・選別し、使い捨てにする企業の

存在（いわゆる「ブラック企業」の存在）」が 48.7％、「少子高齢社会における社会保障の負担増」

が 46.2%となっています。 
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5.5 

3.3 

14.8 

46.7 

20.3 

8.2 

19.2 

13.7 

22.0 

9.9 

13.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校での勉強や

成績のこと

進学のこと

就職のこと

仕事や職場のこと

子育てのこと

友人や仲間との人間関係

家族関係や家庭のこと

異性との交際に関すること

気分や体調のこと

病気のこと

性格のこと

（N=182）

7.1 

9.9 

2.2 

46.7 

45.1 

1.6 

9.9 

0.0 

2.2 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

容姿のこと

政治や社会のこと

環境問題

収入や生活費のこと

自分の生き方や

将来のこと

どこにも自分の居場所が

ない

はっきりとした悩みはない

がなんとなく不安である

特に困っていることや

悩み事はない

その他

不明・無回答

66.2 33.1 0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=275）

ある ない 不明・無回答

３ 回答者の状況について 

 

問 12 現在悩みや心配ごと、困っていることはありますか。（単数回答） 

現在悩みや心配ごと、困っていることの有無についてみると、「ある」が 66.2％、「ない」が 33.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 12-１ 問 12 で「ある」を選んだ方 

現在悩みや心配ごと、困っていることはどのような内容ですか。（複数回答） 

悩みや心配ごと、困ったことの内容についてみると、「仕事や職場のこと」「収入や生活費のこと」

がともに 46.7％と高く、次いで「自分の生き方や将来のこと」が 45.1％、「気分や体調のこと」が

22.0%となっています。 
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49.5 

48.4 

0.0 

4.9 

7.7 

0.5 

7.1 

9.3 

14.8 

0.5 

2.7 

11.5 

0.5 

20.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族や親戚

友人

ネット上の仲間

学校の先生

恋人

行政などの専門相談機関

職場の上司

先輩

同僚

近隣の人

相談する人がいない

悩みがあっても相談しない

その他

不明・無回答

（N=182）

問 12-2 問 12 で「ある」を選んだ方 

悩みや心配ごと、困っていることについて、相談する相手は誰ですか。 

（複数回答） 

悩みや心配ごとの相談相手についてみると、「家族や親戚」が 49.5％で最も高く、次いで「友人」

が 48.4％、「同僚」が 14.8%となっています。 
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41.8 

11.6 

17.8 

12.0 

24.7 

26.9 

30.5 

40.0 

3.3 

6.5 

3.3 

16.7 

30.5 

14.5 

21.5 

1.5 

10.2 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

親身に聴いてくれる相談体制

医学的な助言をくれる相談体制

心理学の専門家がいる相談体制

精神科医がいる相談体制

就労を支援してくれる相談体制

同じ悩みを持つ人と出会える相談体制

匿名で（自分の名前を知られずに）相談できる相談体制

無料で相談できる相談体制

公的機関の人や医療の専門家ではない民間団体

（NPO など）が運営する相談体制

自宅に専門家が来てくれる体制

自宅に専門家ではない民間団体のスタッフや地域の

ボランティアが来てくれる相談体制

いろいろな悩みをまとめて聞いてくれる相談体制

自分のペースでゆっくりと段階的な支援をしてくれる

相談体制

自宅から近いこと

相談がなくても気軽に行くことができるフリースペースが

ある相談場所

その他

相談等の支援は受けたくない

不明・無回答

（N=275）

問 13 悩みや心配ごと、困っていることに対応し、若者を支援していくために、あなた

はどのような相談体制が必要だと思いますか。（複数回答） 

若者を支援していくために必要な相談体制についてみると、「親身に聴いてくれる相談体制」が

41.8％で最も高く、次いで「無料で相談できる相談体制」が 40.0％、「匿名で（自分の名前を知ら

れずに）相談できる相談体制」「自分のペースでゆっくりと段階的な支援をしてくれる相談体制」が

ともに 30.5%となっています。一方で、「相談等の支援は受けたくない」が 10.2%となっています。 
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20.0 

72.0 

8.0 

16.0 

4.0 

8.0 

0.0 

24.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

自分（または家族）のことを知られたくない

支援を受けても解決できないと思う

何を聞かれるか不安に思う

相手にうまく話せないと思う

支援を受けていることを人に知られたくない

お金がかかると思う

相談等の機関が近くにない

その他

不明・無回答

（N=25）

問 13-１ 問 13 で「相談等の支援は受けたくない」を選んだ方 

あなたが相談等の支援は受けたくないと思う理由は何ですか。（複数回答） 

相談等の支援を受けたくないと思う理由についてみると、「支援を受けても解決できないと思う」

が 72.0％で最も高く、次いで「その他」が 24.0%、「自分（または家族）のことを知られたくない」

が 20.0%となっています。 
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56.4 8.0 34.9 0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=275）

必要である 必要ではない わからない 不明・無回答

26.2 4.4 17.8 20.7 27.3 2.9 0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=275）

参加している
参加したいが、どうずれば参加できるのかがわからない
参加したいが、参加する時間がない
地域活動や市民活動に興味がないので参加したいとは思わない
どのような地域活動や市民活動があるのか知らない
その他
不明・無回答

72.3 

51.0 

54.8 

5.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

「とりあえず」の相談への対応

医療・福祉、教育、雇用等関連機関等へのつなぎ

若者が社会への参加の足がかりをつかむ機会の提供

その他

不明・無回答

（N=155）

問 14 若者が抱える課題を解決するために、※「（仮称）彦根市子ども・若者支援センタ

ー」は必要だと思いますか。（単数回答） 

※若者の相談に対応し関係機関へのつなぎや社会参加への足がかりの機会を提供します。 

「（仮称）彦根市子ども・若者支援センター」が必要だと思うかについてみると、「必要である」が

56.4％で最も高く、次いで「わからない」が 34.9％、「必要ではない」が 8.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 14-１ 問 14 で「必要である」を選んだ方 

「（仮称）彦根市子ども・若者支援センター」のどのような機能が必要だと思

いますか。（複数回答） 

「（仮称）彦根市子ども・若者支援センター」に必要だと思う機能についてみると、「「とりあえず」

の相談への対応」が 72.3％で最も高く、次いで「若者が社会への参加の足がかりをつかむ機会の提

供」が 54.8％、「医療・福祉、教育、雇用等関連機関等へのつなぎ」が 51.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 地域や市民活動との関わりについてうかがいます。あなたは、地域活動や市民活

動に参加していますか。（単数回答） 

地域活動や市民活動の参加状況についてみると、「どのような地域活動や市民活動があるのか知ら

ない」が 27.3％で最も高く、次いで「参加している」が 26.2％となっています。一方で、「地域活

動や市民活動に興味がないので参加したいとは思わない」が 20.7%となっています。 
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64.7 

9.5 

17.1 

2.2 

4.0 

1.5 

0.4 

0.0 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%

仕事や学校で休みの日以外は毎日外出する

仕事や学校で週に３～４日外出する

遊びや買い物、育児等で頻繁に外出する

人づきあいのためにときどき外出する

ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する

用事のときだけ外出する

ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどには出かける

自室からは出るが、家からは出ない

自室からほとんど出ない

不明・無回答

（N=275）

上段:度数

下段:％

275 178 26 47 6 11

100.0 64.7 9.5 17.1 2.2 4.0

130 91 13 12 5 6

100.0 70.0 10.0 9.2 3.8 4.6

142 85 13 35 1 5

100.0 59.9 9.2 24.6 0.7 3.5

上段:度数

下段:％

275 4 1 0 2

100.0 1.5 0.4 0.0 0.7

130 1 1 0 1

100.0 0.8 0.8 0.0 0.8

142 3 0 0 0

100.0 2.1 0.0 0.0 0.0
女性

合計

男性

自室からは出るが、

家からは出ない

自室からほとんど

出ない
不明・無回答

合計

男性

女性

合計

ふだんは家にいる

が、近所のコンビニ

などには出かける

ふだんは家にいる

が、自分の趣味に

関する用事のときだ

け外出する

合計

仕事や学校で

休みの日以外は

毎日外出する

仕事や学校で週に

３～４日外出する

遊びや買い物、

育児等で頻繁に

外出する

人づきあいのために

ときどき外出する

問 16 あなたはふだんどのくらい外出しますか。（単数回答） 

ふだんの外出状況についてみると、「仕事や学校で休みの日以外は毎日外出する」が 64.7％で最も

高く、次いで「遊びや買い物、育児等で頻繁に外出する」が 17.1％となっています。また、「ふだん

は家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する」「ふだんは家にいるが、近所のコンビ

ニなどには出かける」「自室からは出るが、家からは出ない」「自室からほとんど出ない」を合わせた

割合は 5.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

問 16 × 性別 

性別でみると、［男性］［女性］ともに「仕事や学校で休みの日以外は毎日外出する」が最も高く、

それぞれ 70.0%、59.9%となっており、［男性］が 10.1 ポイント上回っています。また、「遊びや

買い物、育児等で頻繁に外出する」では［男性］9.2%、［女性］24.6％で、［女性］が 15.4 ポイン

ト上回っています。 
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上段:度数

下段:％

275 178 26 47 6 11

100.0 64.7 9.5 17.1 2.2 4.0

8 8 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

53 31 10 6 1 4

100.0 58.5 18.9 11.3 1.9 7.5

45 28 6 4 3 2

100.0 62.2 13.3 8.9 6.7 4.4

68 38 2 22 2 2

100.0 55.9 2.9 32.4 2.9 2.9

97 70 8 15 0 3

100.0 72.2 8.2 15.5 0.0 3.1

上段:度数

下段:％

275 4 1 0 2

100.0 1.5 0.4 0.0 0.7

8 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

53 0 0 0 1

100.0 0.0 0.0 0.0 1.9

45 2 0 0 0

100.0 4.4 0.0 0.0 0.0

68 1 1 0 0

100.0 1.5 1.5 0.0 0.0

97 1 0 0 0

100.0 1.0 0.0 0.0 0.0

合計

19歳

20歳～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

35歳～39歳

不明・無回答

30歳～34歳

35歳～39歳

合計

ふだんは家にいる

が、近所のコンビニ
などには出かける

自室からは出るが、
家からは出ない

自室からほとんど
出ない

合計

19歳

20歳～24歳

25歳～29歳

仕事や学校で週に

３～４日外出する

遊びや買い物、
育児等で頻繁に

外出する

人づきあいのために

ときどき外出する

ふだんは家にいる
が、自分の趣味に

関する用事のときだ
け外出する

合計
仕事や学校で

休みの日以外は

毎日外出する

問 16 × 年齢別 

年齢別でみると、すべての年齢で「仕事や学校で休みの日以外は毎日外出する」の割合が最も高く、

５割以上となっています。また、［30～34 歳］では「遊びや買い物、育児等で頻繁に外出する」が

32.4%となっています。 
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上段:度数

下段:％

275 178 26 47 6 11

100.0 64.7 9.5 17.1 2.2 4.0

119 93 10 10 3 2

100.0 78.2 8.4 8.4 2.5 1.7

15 12 0 3 0 0

100.0 80.0 0.0 20.0 0.0 0.0

72 47 8 13 0 3

100.0 65.3 11.1 18.1 0.0 4.2

0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 4 1 1 1 0

100.0 57.1 14.3 14.3 14.3 0.0

21 1 0 17 0 2

100.0 4.8 0.0 81.0 0.0 9.5

31 18 7 2 1 3

100.0 58.1 22.6 6.5 3.2 9.7

4 0 0 0 1 1

100.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0

4 2 0 1 0 0

100.0 50.0 0.0 25.0 0.0 0.0

上段:度数

下段:％

275 4 1 0 2

100.0 1.5 0.4 0.0 0.7

119 0 0 0 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.8

15 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

72 1 0 0 0

100.0 1.4 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

21 1 0 0 0

100.0 4.8 0.0 0.0 0.0

31 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 1 1 0 0

100.0 25.0 25.0 0.0 0.0

4 1 0 0 0

100.0 25.0 0.0 0.0 0.0

専業主婦・主夫

学生・生徒

無職

その他

合計

民間企業、団体、研究機関

等の正社員（正職員）

公務員（正職員）

契約社員、派遣社員、パー

ト・アルバイト、臨時職員

会社経営者

自営業・自由業

不明・無回答

無職

その他

合計

ふだんは家にいる

が、近所のコンビニ

などには出かける

自室からは出るが、

家からは出ない

自室からほとんど

出ない

公務員（正職員）

契約社員、派遣社員、パー

ト・アルバイト、臨時職員

会社経営者

自営業・自由業

専業主婦・主夫

学生・生徒

合計

民間企業、団体、研究機関

等の正社員（正職員）

合計

仕事や学校で

休みの日以外は

毎日外出する

仕事や学校で週に

３～４日外出する

遊びや買い物、

育児等で頻繁に

外出する

人づきあいのために

ときどき外出する

ふだんは家にいる

が、自分の趣味に

関する用事のときだ

け外出する

問 16 ×職業別 

職業別でみると、［専業主婦・主夫］では「遊びや買い物、育児等で頻繁に外出する」の割合が最

も高く、81.0%となっています。 
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（N=16） 件数 ％

６か月未満 4 25.0

６か月～１年 2 12.5

１年～３年 1 6.3

３年～５年 1 6.3

５年～７年 1 6.3

７年以上 4 25.0

わからない 3 18.8

不明・無回答 0 0.0

問 16-１ 問 16 で「ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する」「ふだん

は家にいるが、近所のコンビニなどには出かける」「自室からは出るが、家からは出ない」

「自室からほとんど出ない」のいずれかを選んだ方 

あなたが現在の状態になってどのくらい経ちますか。（単数回答） 

現在の状態になってどのくらい経つかについてみると、「６か月未満」「７年以上」がともに 25.0％

（４件）となっています。 
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不登校（N=1） 件数 ％

小学校 1 100.0

中学校 0 0.0

高校 0 0.0

不明・無回答 0 0.0

人間関係がうまくいかなかった
（N=3）

件数 ％

友人 2 66.7

職場の上司・同僚 0 0.0

家族 1 33.3

先生 0 0.0

その他の人 0 0.0

不明・無回答 0 0.0

問 16-２ 問 16 で「ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する」「ふだん

は家にいるが、近所のコンビニなどには出かける」「自室からは出るが、家からは出ない」

「自室からほとんど出ない」のいずれかを選んだ方 

あなたが現在の状態になったきっかけは何ですか。記号がついている設問を

答えた方は該当する記号もお答えください。（複数回答） 

現在の状態になったきっかけについてみると、「人間関係がうまくいかなかった」「病気」「その他」

がともに 18.8%（３件）となっています。また、「特に理由はない」が 25.0％（４件）となってい

ます。 

『不登校』を選んだ方の時期についてみると、「小学校」が１件となっています。また、『人間関係

がうまくいかなかった』を選んだ方の対象については、「友人」が２件、「家族」が１件となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「不登校」「中退」「受験に失敗した」「人間関係がうまくいかなかった」を選んだ方の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

※「中退」「受験に失敗した」は、回答がありませんでした。 

（N=16） 件数 ％

不登校 1 6.3

中退 0 0.0

受験に失敗した 0 0.0

就職活動がうまくいかなかった 0 0.0

職場になじめなかった 0 0.0

人間関係がうまくいかなかった 3 18.8

病気 3 18.8

その他 3 18.8

特に理由はない 4 25.0

わからない 2 12.5

不明・無回答 4 25.0
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（N=16） 件数 ％

非常に思う 1 6.3

思う 1 6.3

少し思う 1 6.3

思わない 9 56.3

わからない 0 0.0

不明・無回答 4 25.0

（N=16） 件数 ％

ある 1 6.3

ない 11 68.8

不明・無回答 4 25.0

問 16-３ 問 16 で「ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する」「ふだん

は家にいるが、近所のコンビニなどには出かける」「自室からは出るが、家からは出ない」

「自室からほとんど出ない」のいずれかを選んだ方 

現在の状態について、関係機関に相談したいと思いますか。（単数回答） 

現在の状態について関係機関に相談したいと思うかについてみると、「思わない」が 56.3％（９件）、

「非常に思う」「思う」「少し思う」がともに 6.3％（１件）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 16-４ 問 16 で「ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する」「ふだん

は家にいるが、近所のコンビニなどには出かける」「自室からは出るが、家からは出ない」

「自室からほとんど出ない」のいずれかを選んだ方 

現在の状態について、関係機関に相談したことがありますか。または現在相

談していますか。（単数回答） 

現在の状態について、関係機関への相談の有無についてみると、「ない」が 68.8％（11 件）、「あ

る」が 6.3％（１件）となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 16-５ 問 16-４で「ある」を選んだ方 

どのような機関に相談しましたか。（複数回答） 

相談したことのある機関についてみると、以下の通りとなっています。 

 

回答者１件：福祉保健センター（福祉事務所）…１件、病院・診療所…１件 
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70.4 10.5 14.4 4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=257）

居ない 居る わからない 不明・無回答

51.9 25.9 14.8 

0.0 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=27）

ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する
ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどには出かける
自室からは出るが、家からは出ない
自室からほとんど出ない
不明・無回答

7.4 11.1 18.5 

0.0 

7.4 25.9 18.5 11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=27）

６か月未満 ６か月～１年 １年～３年 ３年～５年

５年～７年 ７年以上 わからない 不明・無回答

問 16-６ 問 16 で「仕事や学校で休みの日以外は毎日外出する」「仕事や学校で週に３～４日外出

する」「遊びや買い物、育児等で頻繁に外出する」「人づきあいのためにときどき外出す

る」のいずれかを選んだ方 

あなたの家族や親しい友人等で、以下のような状況の方はおられますか。お

られる場合は該当する番号もお答えください。（単数回答） 

家族や親しい友人等に以下のような状況の方がいるかについてみると、「居ない」が 70.4％で最も

高く、次いで「わからない」が 14.4%、「居る」が 10.5%となっています。 

また、居ると回答した方の家族や友人の現在の状況については、「ふだんは家にいるが、自分の趣

味に関する用事のときだけ外出する」が 51.9%で最も高く、次いで「ふだんは家にいるが、近所の

コンビニなどには出かける」が 25.9％となっています。 

 

【状況】「ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する」 

「ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどには出かける」 

「自室からは出るが、家からは出ない」「自室からほとんど出ない」 

 

 

 

 

 

 

◎「居る」と回答した方の現在の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16-７ 問 16-６で「居る」を選んだ方 

家族や友人等が現在の状態になってどのくらい経ちますか。（単数回答） 

家族や友人等が現在の状態になってどのくらい経つかについてみると、「７年以上」が 25.9％と最

も高く、次いで、「１年～３年」「わからない」がともに 18.5％となっています。 
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14.8 

7.4 

3.7 

3.7 

7.4 

14.8 

25.9 

22.2 

11.1 

11.1 

14.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

不登校

中退

受験に失敗した

就職活動がうまくいかなかった

職場になじめなかった

人間関係がうまくいかなかった

病気

その他

特に理由はない

わからない

不明・無回答

（N=27）

不登校（N=4） 件数 ％

小学校 1 25.0

中学校 2 50.0

高校 2 50.0

不明・無回答 0 0.0

中退（N=2） 件数 ％

高校 2 100.0

大学・短大・高専・専門学校 0 0.0

不明・無回答 0 0.0

受験に失敗した（N=1） 件数 ％

高校 1 100.0

大学・短大・高専・専門学校 0 0.0

不明・無回答 0 0.0

人間関係がうまくいかなかった

（N=4）
件数 ％

友人 0 0.0

職場の上司・同僚 1 25.0

家族 1 25.0

先生 0 0.0

その他の人 0 0.0

不明・無回答 3 75.0

問 16-８ 問 16-６で「居る」を選んだ方 

家族や友人等が現在の状態になったきっかけは何だと思いますか。記号がつ

いている設問を答えた方は該当する記号もお答えください。（複数回答） 

家族や友人等が現在の状態になったきっかけについてみると、「病気」が 25.9％で最も高く、次い

で「その他」が 22.2％となっています。 

『不登校』を選んだ方の時期についてみると、「小学校」が１件、「中学校」「高校」がともに２件

となっています。また、『中退』『受験に失敗した』を選んだ方の時期では、「高校」がそれぞれ２件、

１件となっています。『人間関係がうまくいかなかった』を選んだ方の対象については、「職場の上司・

同僚」「家族」がともに１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「不登校」「中退」「受験に失敗した」「人間関係がうまくいかなかった」を選んだ方の内訳 
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14.8 3.7 25.9 33.3 14.8 7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=27）

非常に思う 思う 少し思う 思わない わからない 不明・無回答

18.5 59.3 22.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=27）

ある ない 不明・無回答

問 16-９ 問 16-６で「居る」を選んだ方 

家族や友人等の現在の状態について、関係機関に相談したいと思いますか。

（単数回答） 

家族や友人等の現在の状態について、関係機関に相談したいと思うかについてみると、「思わない」

が 33.3％で最も高く、次いで「少し思う」が 25.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 16-10 問 16-６で「居る」を選んだ方 

家族や友人等の現在の状態について、関係機関に相談したことがありますか。

または現在相談していますか。（単数回答） 

家族や友人等の現在の状態について、関係機関に相談した事の有無についてみると、「ない」が

59.3％、「ある」が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 16-11 問 16-10 で「ある」を選んだ方 

どのような機関に相談しましたか。（複数回答） 

相談した関係機関についてみると、以下の通りとなっています。 

 

回答者 5 件：学校・スクールカウンセラー…1 件 

病院・診療所…3 件 

その他の施設・機関…1 件 

不明・無回答…１件 
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64.0 18.9 16.0 1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=275）

共働きをしている（する） 共働きをしていない（しない） わからない 不明・無回答

37.4 1.8 15.5 37.0 3.7 4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=219）

満足している もっと仕事を優先したい

もっと家事や育児を優先したい もっと趣味やプライベートを優先したい

その他 不明・無回答

４ 仕事と家庭、子育てについて 

 

問 17 あなたは現在共働きをしていますか。結婚していない方は、結婚したら共働きを

しますか。（単数回答） 

現在共働きをしている（未婚者は、結婚したら共働きをする）かについてみると、「共働きをして

いる（する）」が 64.0％で最も高く、次いで「共働きをしていない（しない）」が 18.9％、「わから

ない」が 16.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 17-１ 現在働いている方 

現在の仕事と家庭のバランス（優先度）には満足していますか。（単数回答） 

現在の仕事と家庭のバランス（優先度）についてみると、「満足している」が 37.4％で最も高く、

次いで「もっと趣味やプライベートを優先したい」が 37.0％、「もっと家事や育児を優先したい」が

15.5%となっています。 
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6.3 

3.9 

60.6 

47.2 

22.8 

19.7 

4.7 

0.8 

27.6 

3.9 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

家事が忙しい

育児が忙しい

仕事が忙しい

仕事が休めない

急な残業が入ってしまう

子どもと接する時間が少ない

学校行事（参観・運動会等）に参加できない

子どもを見てくれる保育所や放課後児童クラブ

などが見つからない

趣味やプライベートの時間が取れない

その他

不明・無回答

（N=127）

43.3 55.3 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=275）

いる いない 不明・無回答

問 17-２ 問 17-１で「もっと仕事を優先したい」「もっと家事や育児を優先したい」「もっと趣味

やプライベートを優先したい」「その他」のいずれかを選んだ方 

現在の仕事と家庭のバランス（優先度）を崩す原因は何ですか。（複数回答） 

現在の仕事と家庭のバランス（優先度）を崩す原因についてみると、「仕事が忙しい」が 60.6％で

最も高く、次いで「仕事が休めない」が 47.2％、「趣味やプライベートの時間が取れない」が 27.6%

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 あなたは子どもがいますか。（単数回答） 

子どもの有無についてみると、「いない」が 55.3％、「いる」が 43.3％となっています。 
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（N=13） 件数 ％

子育てのための経済的負担が大きそうだから 10 76.9

社会で子育てするための制度・体制が整っていないから 2 15.4

子育ては肉体的負担が大きそうだから 1 7.7

子育ては精神的負担が大きそうだから 6 46.2

自分の生活を大切にしたいから 6 46.2

自分や配偶者の仕事にさしつかえそうだから 1 7.7

自分や配偶者の趣味やレジャーの時間が欲しいから 2 15.4

出産における医療体制が不安だから 1 7.7

住宅事情が悪いから 1 7.7

子どもが好きでないから 3 23.1

今の社会では子どもの将来に希望がもちにくい 6 46.2

わからない 1 7.7

その他 1 7.7

不明・無回答 0 0.0

66.4 7.2 

1.3 

9.2 11.8 2.6 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=152）

欲しい 子どもが欲しいとは思わない
子どもはつくらない パートナー次第なのでわからない
わからない その他
不明・無回答

3.0 40.6 32.7 6.9 16.8 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=101）

19～24歳 25～29歳 30～34歳 35歳以上 特に考えていない 不明・無回答

問 18-１ 問 18 で「いない」を選んだ方 

将来、子どもは欲しいですか（単数回答） 

子どもがいない方で、将来、子どもは欲しいかについてみると、「欲しい」が 66.4％で最も高く、

次いで「わからない」が 11.8％、「パートナー次第なので分からない」が 9.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 18-２ 問 18-１で「欲しい」を選んだ方 

あなたは何歳くらいのときに子どもが欲しいと思いますか（単数回答） 

子どもが欲しい方で、何歳くらいで子どもが欲しいと思うかについてみると、「25～29 歳」が

40.6％で最も高く、次いで「30～34 歳」が 32.7％、「特に考えていない」が 16.8%となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

問 18-３ 問 18 で「子どもが欲しいとは思わない」「子どもはつくらない」のいずれかを選んだ方 

子どもが欲しいと思わない理由は何ですか。（複数回答） 

子どもが欲しいと思わない理由についてみると、「子育てのための経済的負担が大きそうだから」

が 76.9％（10 件）で最も高く、次いで「子育ては精神的負担が大きそうだから」「自分の生活を大

切にしたいから」「今の社会では子どもの将来に希望がもちにくい」がともに 46.2％（６件）となっ

ています。 
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21.1 

30.5 

4.4 

2.5 

12.0 

6.2 

6.9 

4.7 

8.7 

4.7 

9.8 

0.4 

8.7 

2.9 

37.8 

11.3 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

近所に同世代の遊び仲間がいる

自然環境にめぐまれている

風紀がよい

子育てに関する情報が豊富である

子ども会などの地域活動が盛んである

子どもの施設の整備状況がよい

学校などの教育施設の整備状況がよい

文化施設の整備状況がよい

医療機関・施設の整備状況がよい

遊び場が整っている

交通の便がよい

公共施設や道路が子育てに配慮されている

子連れで利用しやすい店舗が多い

母親が子育てしながら働ける職場が多い

特に何も思わない

その他

不明・無回答

（N=275）

問 19 彦根市の子育て環境についてどう思いますか。（複数回答） 

彦根市の子育て環境をどう思うかについてみると、「自然環境にめぐまれている」が 30.5%、「近

所に同世代の遊び仲間がいる」が 21.1%、「子ども会などの地域活動が盛んである」が 12.0%とな

っています。また、「特に何も思わない」が 37.8％となっています。 
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34.2 

51.3 

30.5 

32.0 

20.7 

62.9 

29.5 

9.8 

13.8 

11.3 

2.5 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

子育ては楽しいものである

子育ては自分の人生にプラスになる

親になると充実感がある

子どもはどんな時でもかわいい

老後、子どもがいると安心である

責任を感じる

自由がなくなる

妊娠・出産そのものに不安がある

子育てそのものが不安である

まだ実感がない

その他

不明・無回答

（N=275）

問 20 子どもや子育てについて、あなたのイメージに近いものは何ですか。（複数回答） 

子どもや子育てで、回答者のイメージに近いものについてみると、「責任を感じる」が 62.9％で最

も高く、次いで「子育ては自分の人生にプラスになる」が 51.3％、「子育ては楽しいものである」が

34.2%となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



130 

57.5 

42.5 

14.9 

23.3 

17.5 

59.3 

6.9 

8.0 

48.4 

40.0 

18.9 

35.6 

33.5 

4.0 

0.7 

1.1 

6.9 

2.2 

0% 20% 40% 60%

子どもの病気や事故

仕事と子育ての両立

育児に対する職場の理解

保育サービスが十分かどうか

配偶者や家族の協力

経済的な負担

育児について相談できる相手の有無

育児に関する情報の入手

子どものいじめ

子どものしつけ

子どもとの接し方

子どもの教育

犯罪や事件などの不安

何かわからないが不安

特に不安は感じない

その他

まだ実感がない

不明・無回答

（N=275）

問 21 子どもや子育てについて、どのようなことに不安を感じますか。（複数回答） 

子どもや子育てで、不安に感じることについてみると、「経済的な負担」が 59.3％で最も高く、次

いで「子どもの病気や事故」が 57.5％、「子どものいじめ」が 48.4%となっています。 
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42.5 4.0 16.7 16.7 17.5 0.7 1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=275）

同居している 歩いていける範囲で別居している
市内で別居している 市外で別居している
県外で別居している 該当者がいない
不明・無回答

9.5 5.8 48.0 27.3 7.6 1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=275）

親と一緒に暮らしたい 二世帯住宅で暮らしたい 近所で暮らしたい

親とは別々に暮らしたい その他 不明・無回答

問 22 あなたは自分の親と同居していますか。（単数回答） 

自分の親との同居の有無についてみると、「同居している」が 42.5％で最も高く、次いで「県外で

別居している」が 17.5％、「市内で別居している」「市外で別居している」がともに 16.7%となっ

ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 23 将来、親とはどのように暮らしたいですか。（単数回答） 

将来、親とどのように暮らしたいかについてみると、「近所で暮らしたい」が 48.0％で最も高く、

次いで「親とは別々に暮らしたい」が 27.3％、「親とは一緒に暮らしたい」が 9.5%となっています。 
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20.0 

41.5 

32.7 

14.5 

39.6 

46.5 

23.3 

2.9 

6.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

安心して集まれる身近な場、イベントの機会がほしい

出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい

困ったときに相談したり、情報が得られる場をつくって

ほしい

若者の居場所づくりを進めてほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、

企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい

安定して働きがいのある雇用の場づくりをしてほしい

就労への支援をしてほしい

その他

不明・無回答

（N=275）

５ 全体を通して 

 

問 24 彦根市のこれからの若者支援について、どのようなことを期待しますか。 

（複数回答） 

彦根市のこれからの若者支援で期待することについてみると、「安定して働きがいのある雇用の場

づくりをしてほしい」が 46.5％で最も高く、次いで「出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい」

が 41.5％、「残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほし

い」が 39.6%となっています。 
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６ 調査結果のまとめ 

 

（１）回答者について 
 

● 調査票の回答者の年齢については、「35～39 歳」が 35.3％で最も高く、次いで「30～34 歳」

が 24.7％となっています。職業についてみると、「民間企業、団体、研究機関等の正社員（正職員）」

が 43.3％で最も高く、次いで「契約社員、派遣社員、パート・アルバイト、臨時職員」が 26.2％

となっています。また、同居している家族では、「配偶者」が 47.4％で最も高く、次いで「母」が

44.9％となっています。 

 

（２）現代社会の中での回答者の考え方について 
 

● 将来の夢や希望の有無について、「将来の夢（希望）がある」が 53.8％で最も高く、次いで「今

はないが、いずれ見つけたいと思う」が 26.5％であがっている一方で、「人生に夢や希望を持って

も意味がない」が 2.9％となっています。社会で生きていくために必要だと思うことについては、

「個人の才能や努力」が 72.0％で最も高くなっていますが、「相談できる人をもつこと」が 60.0％、

「いろいろな人と交流すること」が 52.4%となっており、人と人とのつながりも必要と考えてい

る方が多いことがうかがえます。 

 

（３）回答者の状況について 
 

● 現在悩みや心配ごと、困っていることの有無について、「ある」が 66.2％、「ない」が 33.1％

となっています。悩みや心配ごと、困ったことの内容についてみると、「仕事や職場のこと」「収入

や生活費のこと」がともに 46.7％と高く、次いで「自分の生き方や将来のこと」が 45.1％、「気

分や体調のこと」が 22.0%となっています。若者を支援していくために必要な相談体制では、「親

身に聴いてくれる相談体制」が 41.8％で最も高く、次いで「無料で相談できる相談体制」が 40.0％

で高くなっている一方で、「相談等の支援は受けたくない」が 10.2%となっています。相談等の支

援を受けたくない理由では、「支援を受けても解決できないと思う」が 72.0％で最も高くなってお

り、相談を受けるだけでなく、解決に導くことができる相談支援のあり方が必要となっています。

相談支援について、「（仮称）彦根市子ども・若者支援センター」が必要だと思うかについてみると、

「必要である」が 56.4％で最も高く、「「とりあえず」の相談への対応」（72.3％）や「若者が社

会への参加の足がかりをつかむ機会の提供」（54.8％）、「医療・福祉、教育、雇用等関連機関等へ

のつなぎ」（51.0％）の役割を求められています。 

 

（４）仕事と家庭、子育てについて 
 

● 仕事に対する意識では、現在共働きをしている（未婚者は、結婚したら共働きをする）かについ

てでは、「共働きをしている（する）」が 64.0％で最も高くなっています。また、現在の仕事と家

庭のバランス（優先度）を崩す原因として、「仕事が忙しい」が 60.6％で最も高く、次いで「仕事

が休めない」が 47.2％で上位にあがっており、仕事と家庭、子育てにおいて「仕事」の比重が大

きいことがうかがえます。また、回答者の子どもの有無についてみると、「いない」が 55.3％、「い
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る」が 43.3％となっています。子どもがいない方で、将来、子どもは欲しいかについてみると、

「欲しい」が 66.4％あがっている一方で、子どもが欲しいと思わない方（問 18 で「子どもが欲

しいとは思わない」（7.2％）、「子どもはつくらない」（1.3％）のいずれかを選んだ方）の理由で

は、「子育てのための経済的負担が大きそうだから」が 76.9％（10 件）で最も高く、次いで「子

育ては精神的負担が大きそうだから」「自分の生活を大切にしたいから」「今の社会では子どもの将

来に希望がもちにくい」がともに 46.2％（６件）となっており、子どもを欲しいと思わない理由

についても経済的・精神的な負担があがっています。 

 

（５）全体を通して 
 

● 彦根市のこれからの若者支援で期待することについてみると、「安定して働きがいのある雇用の

場づくりをしてほしい」が 46.5％で最も高く、次いで「出かけやすく楽しめる場所を増やしてほ

しい」が 41.5％、「残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きか

けてほしい」が 39.6%となっています。若者の仕事や家庭、子育てを含めた日常生活の中におい

て、仕事に対する比重が大きく、経済的・精神的負担感につながっていることがうかがえます。相

談支援を必要としている方も多いことから、まずは「とりあえず」の相談への対応からはじめ、親

身に相談に対応し、解決まで導くことができる体制が求められています。 
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１ 調査票（就学前児童用調査） 
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２ 調査票（小学生用調査） 
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３ 調査票（19 歳～30 歳の市民用調査） 
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